


事
業
は
補
助
対
象
外
と
し
ま
す
。

■
補
助
額
等

○
地
域
自
主
組
織

補
助
金
を
受
け
ら
れ
る
期
間
は
５
年
以

内
（
た
だ
し
、
地
域
自
主
組
織
設
立
に
要

す
る
事
業
に
係
わ
る
補
助
金
は
、
１
年
以

内
）
と
し
、
１
事
業
当
た
り
の
補
助
限
度

額
は
、
原
則
50
万
円
以
内
／
年
額
と
し
ま

す
。

○
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

補
助
金
を
受
け
ら
れ
る
期
間
は
３
年
以

内
と
し
、
１
事
業
当
た
り
の
補
助
限
度
額

は
、
原
則
30
万
円
以
内
／
年
額
と
し
ま
す
。

○
地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
設
置

補
助
金
を
受
け
ら
れ
る
期
間
は
５
年
以

内
と
し
、
地
域
委
員
会
が
予
算
の
範
囲
内

で
認
め
る
地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
設
置
に
要

す
る
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設
立
に
要
す
る
経
費

（
た
だ
し
、
１
団
体
に
つ
き
１
回
を
限
度
と

す
る
。）
に
つ
い
て
は
、
原
則
20
万
円
以

内
／
１
回
と
し
ま
す
。

法
人
設
立
後
の
当
該
法
人
の
管
理
運
営

に
必
要
な
経
費
（
た
だ
し
、
補
助
期
間
は

２
年
以
内
）
に
つ
い
て
は
、
原
則
10
万
円

以
内
／
年
額
と
し
ま
す
。

■
審
査
機
関

各
町
そ
れ
ぞ
れ

に
お
い
て
組
織
さ

れ
て
い
る
市
民
活

動
団
体
に
つ
い
て

は
、
そ
の
所
管
す

る
地
域
委
員
会
で
、

２
町
以
上
に
わ
た

■
問
い
合
わ
せ
先

○
市
役
所
政
策
企
画
部
地
域
振
興
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
１
３

○
大
東
総
合
セ
ン
タ
ー
自
治
振
興
課

０
８
５
４
・
４
３
・
８
１
６
８

○
加
茂
総
合
セ
ン
タ
ー
自
治
振
興
課

０
８
５
４
・
４
９
・
８
６
０
１

○
木
次
総
合
セ
ン
タ
ー
自
治
振
興
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
８
０

○
三
刀
屋
総
合
セ
ン
タ
ー
自
治
振
興
課

０
８
５
４
・
４
５
・
２
１
１
２

○
吉
田
総
合
セ
ン
タ
ー
自
治
振
興
課

０
８
５
４
・
７
４
・
０
２
１
２

○
掛
合
総
合
セ
ン
タ
ー
自
治
振
興
課

０
８
５
４
・
６
２
・
０
３
０
１
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地
域
振
興
補
助
金
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
真
に
豊
か
に
暮
ら
せ

る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
地
域
や
市
民
の
み
な
さ
ん
が
自
主

的
に
企
画
・
提
案
し
取
り
組
む
活
動
に
要
す
る
費
用
を
補
助
す
る
制

度
で
す
。

豊
か
な
地
域
社
会
の
形
成
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
市
、
市
民
、

事
業
者
及
び
市
民
活
動
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
の
も
と
に
協
働
し
、

そ
の
発
展
に
向
け
て
の
独
創
的
で
効
果
的
な
取
り
組
み
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
市
民
活
動
団
体
と
は

市
民
活
動
を
組
織
的
か
つ
継
続
的
に
行
う

非
営
利
団
体
で
、
例
え
ば
、
地
域
自
主
組
織
、

ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
及
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な

ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
総
称
し
て
「
市
民
活

動
団
体
」
と
い
い
ま
す
。

①
地
域
自
主
組
織
と
は
、
地
域
の
自
治
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
婦
人
会
、
老
人
会
、
青
少
年
育

成
会
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
そ
の

他
こ
れ
に
類
す
る
団
体
で
構
成
さ
れ
た
組

織
で
、
お
お
む
ね
小
学
校
区
ま
た
は
公
民

館
単
位
を
範
囲
と
す
る
地
域
住
民
が
参
加
、

協
力
し
活
動
し
て
い
く
組
織
を
い
い
ま
す
。

②
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
と
は
、
市
民
が
自
ら

の
信
念
と
責
任
に
基
づ
い
て
、
自
発
的
か

つ
自
立
的
に
行
う
活
動
で
あ
っ
て
、
営
利

目
的
で
は
な
く
、
地
域
に
お
け
る
社
会
福

祉
の
増
進
、
環
境
の
保
全
、
教
育
及
び
文

化
の
向
上
、
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
国
際

協
力
及
び
交
流
推
進
な
ど
市
民
の
不
特
定

か
つ
多
数
の
利
益
の
増
進
を
目
的
と
す
る

団
体
を
い
い
ま
す
。（
宗
教
的
、
政
治
的
宣

伝
目
的
の
あ
る
活
動
は
除
き
ま
す
。）

③
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
は
、
特
定
非
営
利
活
動
促

進
法
（
平
成
10
年
法
律
第
７
号
）
に
規
定

す
る
も
の
で
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

が
市
内
に
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
い
い
ま
す
。

④
地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
は
、
地
域
自
主
組
織

団
体
登
録
に
つ
い
て

応
募
予
定
団
体
に
対
し
制
度
の
概

要
と
申
込
手
続
き
に
つ
い
て
の
説
明

会
を
下
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

5
月
9
日
（
月
）
１３
時
３０
分
〜

●
場
所

サ
ン
ワ
ー
ク
木
次

木
次
町
木
次
9
5
2
―

2
9

（
お
ろ
ち
湯
っ
た
り
館
隣
り
）

※
こ
の
日
以
外
の
平
日
で
も
相
談
に

応
じ
ま
す
。
事
前
に
市
役
所
政
策

企
画
部
地
域
振
興
課
ま
た
は
、
各

総
合
セ
ン
タ
ー
自
治
振
興
課
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

制
度
説
明
会

に
対
し
、
地
域
活
動
の
企
画
立
案
に
関
す

る
こ
と
及
び
地
域
計
画
の
策
定
･
実
施
の

支
援
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
（
調
整
）
す
る
人
を
い
い
ま
す
。

■
団
体
登
録
制
度

市
は
、
市
民
活
動
団
体
の
活
動
促
進
を
図

る
た
め
、
団
体
の
登
録
制
度
を
設
け
ま
す
。

登
録
さ
れ
た
団
体
へ
は
、
市
か
ら
活
動
支
援

や
情
報
提
供
を
行
い
、
ま
た
登
録
さ
れ
た
団

体
は
、
市
民
に
対
し
情
報
公
開
を
行
な
っ
て

い
き
ま
す
。
平
成
17
年
度
は
団
体
登
録
を
随

時
受
け
付
け
ま
す
。

■
対
象
団
体

対
象
と
な
る
団
体
の
要
件
は
、

①
10
人
以
上
の
構
成
員
が
い
る
こ
と

②
事
務
所
の
所
在
地
が
市
内
に
あ
る
こ
と
、

ま
た
は
市
民
活
動
団
体
の
活
動
が
市
内
で

行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と

③
市
民
に
開
か
れ
た
団
体
で
あ
る
こ
と

④
代
表
者
、
運
営
の
方
法
を
定
款
又
は
規
約

ま
た
は
会
則
で
定
め
て
い
る
こ
と

⑤
独
立
し
た
組
織
で
あ
る
こ
と

な
ど
が
あ
り
、
市
民
活
動
団
体
と
し
て
登

録
さ
れ
た
団
体
を
補
助
金
交
付
の
対
象
と
し

ま
す
。

■
補
助
対
象
事
業

登
録
団
体
が
行
う
地
域
振
興
に
資
す
る
た

め
の
ソ
フ
ト
事
業
と
し
、
地
域
委
員
会
が
予

算
の
範
囲
内
で
認
め
る
事
業
に
対
し
、
こ
れ

に
要
す
る
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

た
だ
し
、
会
議
等
で
供
さ
れ
る
一
般
的
な

茶
菓
等
の
程
度
を
超
え
る
飲
食
に
要
す
る
経

費
及
び
宗
教
的
、
政
治
的
宣
伝
意
図
の
あ
る

っ
て
組
織
さ
れ
て
い
る
市
民
活
動
団
体
に
つ

い
て
は
、
雲
南
市
地
域
委
員
会
連
絡
会
（
６

町
の
地
域
委
員
会
の
代
表
で
構
成
）
で
事
業

の
適
否
や
補
助
金
交
付
に
係
る
審
査
を
行
な

い
ま
す
。

■
各
種
申
請
書
類

雲
南
市
役
所
政
策
企
画
部
地
域
振
興
課
、

各
総
合
セ
ン
タ
ー
自
治
振
興
課
に
用
意
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
雲
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
募
集
期
間

補
助
金
の
募
集
期
間
は
町
ご
と
に
異
な
り

ま
す
の
で
、
各
総
合
セ
ン
タ
ー
自
治
振
興
課

に
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
補
助
に
関
わ
る
報
告
等

事
業
完
了
後
、
活
動
の
成
果
や
反
省
点
な

ど
を
活
動
報
告
会
で
紹
介
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
市
報
う
ん
な
ん
等
に
掲
載
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

■
そ
の
他

雲
南
市
と
の
協
働
・
連
携
等
に
つ
い
て

は
、
政
策
企
画
部
地
域
振
興
課
ま
た
は
各
総

合
セ
ン
タ
ー
自
治
振
興
課
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

市民活動団体市民活動団体 雲　南　市雲　南　市 市民活動団体 雲　南　市 

市民活動団体市民活動団体 雲　南　市雲　南　市 市民活動団体 雲　南　市 

団体登録申請 

・地域委員会 
  （旧町村単位内での活動団体） 
・地域委員会連絡会 
  （2以上の旧町村に関わる活動団体） 

・登録通知、登録情報の公開 

①団体登録①団体登録 ①団体登録 

地域振興補助金制度地域振興補助金制度の流れ 地域振興補助金制度の流れ 

登録団体へ  

要件審査 

市長決裁 

補助金等交付基準に基づき審査 
・地域委員会 
  （6町単位内での登録団体） 
・地域委員会連絡会 
  （2以上の旧町村に関わる登録団体） 

活動実施 

要件審査 

（事業承認、補助金決定） 
（補助金交付） 

市長決裁 

登 録 団 体  

事業計画の提案 
補助金交付申請 

②補助金申請②補助金申請 ②補助金申請 

補助事業の公募 

総合センター自治振興課 

報告書提出  

地域振興課  

完了後 

活動報告会の実施 

市
民
活
動
団
体
と
の
協
働
・
支
援
に
向
け
て

平
成
１７
年
度
地
域
振
興
補
助
金
事
業
を
募
集
し
ま
す

市 民 が 主 役 の 自 治 の ま ち

地
域
振
興
補
助
金
に
つ
い
て



市 民 が 主 役 の 自 治 の ま ち

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
や
提
言
を
行
う

地
域
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

Ｑ
ど
の
よ
う
な
体
験
を
さ
れ
ま

し
た
か
？

田
植
え
か
ら
、
ハ
ウ
ス
で
の
花
の

栽
培
、
森
林
組
合
で
の
測
量
や
製
材

等
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ま
た
、
青
空
市
で
の
当
番
の
時
は
、

地
元
の
方
や
お
客
さ
ん
と
話
を
し
た

り
、
出
荷
さ
れ
る
方
の
と
こ
ろ
へ
訪

Ｑ
＆
Ａ
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市 民 が 主 役 の 自 治 の ま ち

地
域
委
員
会
は
、
合
併
協
議
の
中
で
「
旧
町
村
単
位
に
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
や
提
言
を
行
う
地
域
委
員
会
を
設
置
す

る
」
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
委
員
は
一
般
公
募
に
よ
り

選
任
さ
れ
た
方
、
市
長
が
必
要
と
認
め
る
方
（
識
見
を
有
す

る
者
、
地
域
の
多
様
な
団
体
の
代
表
者
）
に
よ
り
、
２０
人
以

内
の
委
員
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

問
し
た
り
。
そ
の
中
で
地
元
の
ド
ラ

イ
ブ
マ
ッ
プ
が
あ
る
と
便
利
か
と
思

い
作
成
し
た
り
も
し
ま
し
た
。

最
近
は
、
炭
焼
き
や
味
噌
づ
く
り
。

そ
し
て
、
祭
り
で
は
芝
居
に
参
加
し

た
り
、
ま
わ
し
を
締
め
て
相
撲
を
と

っ
た
り
も
し
ま
し
た
。

Ｑ
こ
れ
ま
で
の
経
験
で
学
ん
だ

こ
と
は
？

ひ
と
つ
の
こ
と
を
す
る
と
、
そ
こ

か
ら
不
思
議
と
輪
が
広
が
っ
て
い
く

…
縁
っ
て
す
ご
い
な
ー
と
思
い
ま
し

た
。
こ
ち
ら
へ
来
て
、
人
生
と
は
人

と
の
ふ
れ
あ
い
、
つ
な
が
り
だ
と
い

う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

Ｑ
ま
ち
お
こ
し
・
地
域
の
活
性

化
に
必
要
な
こ
と
は
？

「
語
り
合
う
」
こ
と
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
１
年
間

活
動
を
し
て
き
て
「
自
分
た
ち
の
住

む
所
を
こ
う
い
う
風
に
し
た
い
」
と

い
う
よ
う
な
話
を
あ

ま
り
聞
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

地
元
を
こ
う
し
た
い
と
い
う
夢
が

あ
り
、
そ
の
夢
や
希
望
を
語
り
合
っ

て
も
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

…
理
想
で
す
け
ど
。

Ｑ
第
2
の
ふ
る
さ
と
「
雲
南
市
」

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

１
年
の
中
で
農
業
の
厳
し
さ
も
多

少
知
り
ま
し
た
。

確
か
に
都
会
は
楽
で
す
。
で
も
そ

れ
だ
け
。
こ
こ
に
は
感
動
が
あ
り
ま

す
。
芽
が
出
た
と
き
の
喜
び
、
台
風

に
よ
る
悲
し
み
、
収
穫
へ
の
感
謝
な

ど
。
都
会
に
は
な
い
、
生
き
る
喜
び

を
感
じ
ら
れ
る
場
所
で
す
。

今
ま
さ
に
「
地
域
資
源
を
活
か
す
」

と
い
う
こ
と
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

若
い
方
は
特
に
で
す
が
、
ふ
る
さ

と
の
事
を
知
る
こ
と
で
、
地
元
に
も

っ
と
愛
着
が
わ
く
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
？
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ

ん
、
孫
に
語
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

終
わ
り
に
、
お
世
話
に
な
っ
た

方
々
へ
「
だ
ん
だ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
」

４
月
14
日
、
雲
南
市
三
刀
屋
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
、
６

町
合
同
に
よ
る
第
１
回
地
域
委
員
会
全
体
会
が
開
催
さ
れ
、
106
人

の
委
員
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
速
水
市
長
か
ら
各
地
域
委
員
会
の
代
表
に
対
し
て

委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
17
年
度
の
施
政
方
針
や
地
域
委
員
会
の
役
割
な
ど
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
委
員
会
に
分
か
れ
、
委

員
の
互
選
に
よ
っ
て
会
長
・
副

会
長
が
選
出
さ
れ
、
今
後
の
進

め
方
な
ど
が
協
議
さ
れ
ま
し

た
。地

域
委
員
会
委
員
の
任
期
は

２
年
間
で
「
市
民
が
主
役
の
自

治
の
ま
ち
」
を
め
ざ
し
、
地
域

振
興
の
た
め
の
事
業
の
企
画
、

立
案
、
実
施
、
支
援
に
関
す
る

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
議
論
が

行
な
わ
れ
ま
す
。

●
大
東
地
域
委
員
会
（
20
名
）

◎
錦
織
　
憲
雄
　
加
藤
　
佳
明

○
加
藤
　
健
司
　
加
納
　
佳
子

青
木
　
　
渉
　
曽
田
　
昌
吉

吾
郷
　
武
郎
　
高
島
　
光
善

安
部
　
　
博
　
武
田
ち
か
子

荒
木
　
貞
治
　
中
西
　
正
義

石
原
　
博
行
　
野
々
村
照
明

内
田
　
慶
吉
　
福
山
　
知
子

大
久
保
　
壽
　
舩
木
　
　
勉

大
倉
　
善
憲
　
松
田
　
　
勉

●
木
次
地
域
委
員
会
（
20
名
）

◎
金
山
　
久
一
　
杉
原
　
精
訓

○
飯
石
　
英
雄
　
高
尾
由
美
子

飯
塚
　
幸
男
　
玉
木
由
美
子

石
田
　
美
幸
　
鳥
谷
　
忠
男

石
田
　
侑
生
　
錦
織
利
枝
子

宇
都
宮
睦
登
　
西
村
千
佳
志

景
山
　
敏
雄
　
西
村
　
成
永

加
藤
　
　
博
　
長
谷
川
文
子

木
色
　
健
造
　
廣
野
　
祐
二

小
林
　
淹
光
　
細
木
　
　
訓

●
吉
田
地
域
委
員
会
（
16
名
）

◎
吉
原
　
一
文
　
田
部
　
寛
茂

○
芝
原
　
明
治
　
田
部
由
美
子

影
山
　
忠
夫
　
藤
原
　
　
洋

勝
部
　
満
江
　
堀
江
　
直
之

草
光
　
純
子
　
堀
江
　
光
義

陶
山
　
政
昭
　
松
島
　
安
江

竹
内
　
　
勉
　
横
木
　
壽
成

田
部
　
五
月
　
若
槻
　
　
勉

●
加
茂
地
域
委
員
会
（
18
名
）

◎
石
飛
　
郁
輔
　
中
島
　
光
一

○
内
田
　
慶
子
　
錦
織
　
勇
夫

内
田
　
佳
子
　
畑
　
亮
一
郎

岡
　
　
雅
子
　
速
水
　
弘
子

嘉
本
　
輝
雄
　
槙
原
　
　
茂

高
木
ム
ツ
ミ
　
松
林
　
孝
之

高
木
　
優
子
　
山
崎
　
絹
子

土
江
　
曉
一
　
渡
部
　
樹
禧

内
藤
　
貞
正
　
渡
部
　
誠
一

●
三
刀
屋
地
域
委
員
会
（
18
名
）

◎
安
井
　
　
誉
　
須
山
　
辰
夫

○
古
山
　
陽
治
　
高
尾
　
良
悦

石
原
　
和
幸
　
谷
口
　
宏
幸

和
泉
　
利
男
　
谷
戸
　
仁
子

稲
田
　
和
実
　
早
川
　
正
三

古
林
　
　
修
　
藤
原
　
俊
雄

小
山
　
光
枝
　
三
浦
由
美
子

上
代
　
　
眞
　
宮
食
　
愛
伯

鈴
江
　
久
美
　
渡
辺
　
文
子

●
掛
合
地
域
委
員
会
（
20
名
）

◎
長
崎
　
　
勉
　
杉
原
　
昭
見

○
香
川
　
歌
子
　
陶
山
　
　
守

石
飛
　
知
草
　
竹
下
　
紘
一

石
飛
　
安
弘
　
竹
下
　
房
子

岡
田
　
典
子
　
谷
口
　
　
宏

岡
田
　
　
稔
　
都
間
　
克
成

景
山
美
紀
子
　
杤
谷
　
幸
男

神
田
　
壽
規
　
早
水
　
信
男

木
村
　
智
美
　
福
島
　
光
浩

清
水
　
京
子
　
藤
原
　
一
延

各地域委員会の委員は次の方です。（敬称略）◎会長、○副会長 計112名

今
年
で
5
人
目
と
な
る
隊
員

に
は
中
井
展
子
さ
ん
（
大
阪
府

出
身
）
が
着
任
。
中
井
さ
ん
に

抱
負
な
ど
聞
い
て
み
ま
し
た
。

Ｑ
①
応
募
の
き
っ
か
け
は
？

自
然
が
大
好
き
で
す
。
田
舎

で
暮
ら
す
こ
と
へ
の
憧
れ
も
あ

り
、
応
募
し
ま
し
た
。

Ｑ
②
ズ
バ
リ
抱
負
を
！

自
給
力
を
つ
け
る
！
農
業
の

手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、

私
が
毎
日
食
べ
て
い
る
も
の
が
、

ど
ん
な
人
た
ち
に
ど
の
よ
う
に

作
ら
れ
て
い
る
の
か
知
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
も
ど
こ

か
お
借
り
し
て
何
か
作
っ
て
み

た
い
で
す
。

Ｑ
③
み
な
さ
ん
へ
一
言
！

雲
南
市
に
来
る
こ
と
が
出
来

て
う
れ
し
い
で
す
。
や
る
気
と

体
力
は
あ
り
ま
す
。
自
分
ら
し

く
精
一
杯
が
ん
ば
り
ま
す
。
ど

こ
か
で
会
っ
た
ら
気
軽
に
声
を

か
け
て
く
だ
さ
い
！

今
年
度
の

Ｎ
Ｅ
Ｗ
隊
員
紹
介

Ｑ
＆
Ａ

緑

の

ふ

る

さ

と

協

力

隊

「
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
」
と
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
『
地
球
緑
化
セ
ン
タ
ー
』
が
行
っ
て
い
る
事
業
の
一
つ
で
、
各
自
治

体
・
団
体
の
受
け
入
れ
に
よ
り
山
村
で
1
年
間
生
活
し
、農
林
業
な
ど
の
手
伝
い
な
ど
様
々
な
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

掛
合
町
で
は
、
平
成
１２
年
度
か
ら
こ
の
事
業
に
取
り
組
み
、
毎
年
協
力
隊
を
受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
。

平
成
１６
年
度
は
須
藤
陽
介
さ
ん
が
滞
在
さ
れ
、
様
々
な
生
活
体
験
や
ま
ち
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な
ど
の
活
動

を
し
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
１
年
間
の
取
り
組
み
状
況
や
感
想
な
ど
を
須
藤
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
紹
介
し
ま
す
。

5

第
１
回
地
域
委
員
会
　
全
体
会
開
催

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
や
提
言
を
行
う

地
域
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

中井展子さん
自然の中で体を動か
すのが好きと言う中
井さんの趣味は登山
とサイクリング。



こ
の
時
期
、

市
内
の
あ
ち

こ
ち
で
卒
業

式
・
入
学
式

が
あ
り
ま
し
た
。
児
童
・
生
徒
の
皆

さ
ん
が
次
代
を
担
う
人
材
と
し
て
逞

し
く
成
長
す
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り

で
す
。

親
は
子
供
を
選
ん
で
は
産
み
ま
せ

ん
。
子
供
も
親
を
選
ん
で
は
産
ま
れ

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、「
子
供
は
天
か
ら

の
授
か
り
も
の
」
で
す
し
、「
預
か
り

も
の
」
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

当
然
、
預
か
り
も
の
は
大
切
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
と
よ
り

自
分
の
体
は
大
切
に
し
ま
す
が
、
そ

れ
が
天
か
ら
預
か
っ
た
も
の
で
あ
れ

ば
、
な
お
の
こ
と
大
事
に
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

で
は
、
な
ん
の
た
め
に
預
か
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

答
え
が
、「
社
会
に
役
立
て
る
た
め
」

で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
す
。

で
す
か
ら
、
人
は
社
会
に
役
立
つ

た
め
に
体
を
鍛
え
、
学
び
、
逞
し
く

成
長
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

卒
業
式
・
入
学
式
に
参
列
し
て
頼

も
し
く
溌
剌
と
し
た
皆
さ
ん
に
接
し
、

次
代
を
担
う
人
材
が
雲
南
市
の
た
め

に
役
立
と
う
と
思
っ
て
く
れ
る
よ
う

に
、「
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
実
践
し
て
見
せ
る
こ
と
が
な
に
よ

り
大
切
だ
と
改
め
て
強
く
思
っ
た
次

第
で
す
。

（
雲
南
市
長
　
速
水
雄
一
）

の
代
表
者
や
国
、
自
治
体
関
係
者

が
原
案
を
作
成
、
昨
年
10
月
28
日

付
け
で
旧
木
次
町
と
旧
仁
多
町
か

ら
国
土
交
通
省
に
認
定
申
請
が
行

わ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

伝
達
式
で
は
、
国
土
交
通
省

伊
川
・
神
戸
川
総
合
開
発
工
事
事

務
所
の
則
松
秀
晴
所
長
か
ら
速
水

市
長
と
岩
田
一
郎
前
仁
多
町
長
へ

認
定
通
知
が
手
渡
さ
れ
、
速
水
市

長
は
「
地
域
住
民
や
国
、
県
、
関

係
自
治
体
が
一
体
と
な
っ
て
ダ
ム

湖
周
辺
の
地
域
振
興
に
取
り
組
み

た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

今
回
認
定
さ
れ
た
整
備
計
画
で

は
、
尾
原
ダ
ム
が
完
成
す
る
平
成

22
年
に
あ
わ
せ
、
千
ｍ
の
ボ
ー
ト
競
技
施

設
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
施
設
な
ど
、
ダ
ム
湖

の
特
性
を
活
か
し
た
周
辺
整
備
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

尾
原
ダ
ム
建
設
は
、
斐
伊
川
流
域
住
民

の
安
全
を
守
る
ば
か
り
で
な
く
、
ダ
ム
湖

の
周
辺
整
備
に
よ
り
交
流
人
口
の
拡
大
や

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
施
策
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

３
月
23
日
、
国
土
交
通
省
か
ら
３
月
16

日
付
け
で
認
定
を
受
け
た
尾
原
ダ
ム
「
地

域
に
開
か
れ
た
ダ
ム
整
備
計
画
」
の
認
定

通
知
伝
達
式
が
、
木
次
町
平
田
地
内
の
尾

原
ダ
ム
Ｐ
Ｒ
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
整
備
計
画
は
、
平
成
14
年
１
月
に

尾
原
ダ
ム
が
国
土
交
通
省
か
ら
「
地
域
に

開
か
れ
た
ダ
ム
」
の
指
定
を
受
け
た
こ
と

に
伴
い
、
島
根
県
が
主
体
と
な
っ
て
地
域

旧
６
町
村
の
体
育
協
会
の
統
合

に
伴
う
雲
南
市
体
育
協
会
の
発
会

式
が
、
４
月
２
日
、
チ
ェ
リ
ヴ
ァ

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
島
根
県
体

育
協
会
を
は
じ
め
市
内
体
育
協
会

各
支
部
の
代
表
や
多
く
の
関
係
者

が
出
席
し
ま
し
た
。

協
会
の
規
約
や
役
員
の
承
認
に

続
き
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
雲
南

市
体
育
協
会
の
佐
藤
嘉
夫
会
長
が

「
各
種
ス
ポ
ー
ツ
が
広
域
・
連
携
の

も
と
で
こ
れ
ま
で
以
上
に
盛
ん
に

な
り
ま
す
。
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

少
子
化
や
保
育
児
の
低
年
齢
化

な
ど
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
保
育
所
と
幼
稚
園
の
一
体
化

施
設
「
雲
南
市
立
加
茂
幼
児
園
」

が
完
成
し
、
今
年
度
か
ら
幼
児
教

育
・
保
育
の
一
元
化
事
業
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

同
施
設
は
、
旧
加
茂
町
か
ら
申

請
・
国
か
ら
認
定
を
受
け
た
「
雲

南
市
わ
ん
ぱ
く
特
区
」
の
計
画
に

よ
る
も
の
。
こ
れ
ま
で
幼
稚
園

（
文
部
科
学
省
の
管
轄
）
と
保
育
所

（
厚
生
労
働
省
の
管
轄
）
は
、
管
轄

の
違
い
か
ら
対
象
児
童
や
保
育
時

間
、
設
置
基
準
、
保
育
料
な
ど
運

用
の
規
制
が
あ
り
ま
し
た
が
、
特

区
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、

こ
れ
ら
の
規
制
を
緩
和
し
て
事
業

が
実
施
で
き
ま
す
。

４
月
５
日
に
は
加
茂
町
宇
治
の

園
舎
で
定
礎
式
と
竣
工
式
が
行
わ

れ
、
速
水
市
長
が
「
225
人
の
園
児

で
ス
タ
ー
ト
を
切
る
わ
け
で
す
が
、

雲
南
市
の
子
育
て
支
援
を
推
進
す

る
拠
点
と
し
て
大
い
に
活
用
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

同
施
設
は
、
建
築
面
積
２
千
807

㎡
、
８
億
２
千
363
万
円
を
か
け
建

設
さ
れ
、
多
く
の
自
然
光
が
射
し

込
む
造
り
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、

乳
児
室
・
調
乳
室
を
は
じ
め
一
時

預
か
り
室
、
子
育
て
支
援
室
な
ど

を
備
え
て
い
ま
す
。

は
、
市
民
の
体
力
向
上
・
健
康
増

進
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
」

と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

な
お
、
総
会
で
雲
南
市
体
育
協

会
の
代
表
役
員
が
次
の
と
お
り
決

ま
り
ま
し
た
。

雲
南
市
体
育
協
会
役
員

（
敬
称
略
、（

）
内
は
出
身
）

今
回
の
発
足
に
よ
り
雲
南
市
体

育
指
導
委
員
協
議
会
の
発
会
式
も
、

４
月
７
日
に
開
か
れ
て
い
ま
す
。

雲
南
市
子
育

雲
南
市
子
育
て
わ
ん
ぱ
く
特
区
特
区 

雲
南
市
子
育
て
わ
ん
ぱ
く
特
区 

幼
保
幼
保
一
体
化
施
設

体
化
施
設
・
加
茂
幼
児
園

加
茂
幼
児
園
が
竣
工
竣
工 
幼
保
幼
保
一
体
化
施
設

体
化
施
設
・
加
茂
幼
児
園

加
茂
幼
児
園
が
竣
工
竣
工 
幼
保
一
体
化
施
設
・
加
茂
幼
児
園
が
竣
工 

さ
ら
な
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
振
興
を 

さ
ら
な
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を 

雲
南
市
体
育
協
会
発
会
式

雲
南
市
体
育
協
会
発
会
式 

雲
南
市
体
育
協
会
発
会
式

雲
南
市
体
育
協
会
発
会
式 

雲
南
市
体
育
協
会
発
会
式 

平
成
17
年
度
の
雲
南
市
消
防
団
任
命
式
が
４
月
３
日
、
大

東
中
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、
75
人
の
団
員
が
新
た
に
入
団

し
ま
し
た
。

式
で
は
、
４
月
１
日
付
け

で
新
し
く
幹
部
に
任
命
さ
れ

た
団
員
と
新
入
団
員
へ
の
任

命
書
が
高
橋
日
出
男
団
長
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
の
方
面
隊
の
代

表
者
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
高
橋
団
長
が
「
人

命
、
財
産
を
災
害
か
ら
守
る

と
い
う
崇
高
な
精
神
を
も

ち
、
職
務
を
遂
行
し
て
く
だ

さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

無
火
災

無
火
災
に
向
け
気
持
気
持
ち
新
た
に 

無
火
災
に
向
け
気
持
ち
新
た
に 

雲
南
市
消
防
団
任
命
式

雲
南
市
消
防
団
任
命
式 

雲
南
市
消
防
団
任
命
式

雲
南
市
消
防
団
任
命
式 

雲
南
市
消
防
団
任
命
式 

園児による合唱の披露もありました

7 6

会
　
長 

  

副
会
長 

佐
藤
　
嘉
夫
（
木
次
町
） 

鶴
原
　
達
夫
（
大
東
町
） 

青
木
　
幸
正
（
加
茂
町
） 

佐
藤
　
孝
吉
（
三
刀
屋
町
） 

堀
江
　
　
博
（
吉
田
町
） 

竹
下
　
三
郎
（
掛
合
町
） 

土
江
　
博
昭 

尾
原
尾
原
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を
中
心
中
心
と
し
た
地
域
活
性
化

地
域
活
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化
を
… 

尾
原
ダ
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中
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地
域
活
性
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を
… 
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原
尾
原
ダ
ム
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域
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れ
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整
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画
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画
」 
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通
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達
式

認
定
通
知
伝
達
式 

尾
原
尾
原
ダ
ム
「
地
域
地
域
に
開
か
開
か
れ
た
ダ
ム
整
備
計
画

整
備
計
画
」 

認
定
通
知
伝
達
式

認
定
通
知
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達
式 

尾
原
ダ
ム
「
地
域
に
開
か
れ
た
ダ
ム
整
備
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画
」 

認
定
通
知
伝
達
式 
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地
域
自
主
組
織
と
地
域
委
員

会
の
関
係
や
そ
の
機
能
に
つ

い
て
説
明
し
て
欲
し
い
。

地
域
委
員
会
の
役
割
は
、
ま
ち

づ
く
り
の
進
言
や
提
言
、
地
域

自
主
組
織
へ
の
情
報
提
供
や
支
援
、
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
諮
問
等
に
対
す
る
答

申
、
地
域
づ
く
り
計
画
の
策
定
や
地
域

要
望
の
取
り
ま
と
め
等
が
あ
る
。
ま
た
、

地
域
委
員
会
は
、
地
域
自
主
組
織
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
、
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
等
の
活

動
を
支
援
し
て
い
く
役
目
も
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
対
し
て

は
、
平
成
17
年
度
か
ら
地
域
振
興
基
金

を
活
用
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

具
体
的
な
支
援
の
方
法
や
進
め
方
は
、

今
後
総
合
セ
ン
タ
ー
や
地
域
委
員
会
等

と
調
整
を
取
り
な
が
ら
周
知
を
図
っ
て

進
め
て
行
き
た
い
。

自
治
会
や
各
種
団
体
に
対
す

る
補
助
金
交
付
金
の
取
扱
い

を
伺
い
た
い
。
削
減
す
る
に
し
て
も

で
き
る
だ
け
そ
の
幅
を
小
さ
く
し
て

頂
き
た
い
。自

治
会
活
動
費
等
の
補
助
金

に
つ
い
て
は
、
活
動
が
低
下

し
な
い
よ
う
に
と
い
う
考
え
を
前
提
に

引
き
続
き
交
付
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
交
付

金
等
に
つ
い
て
も
団
体
の
運
営
に
減
退

感
が
出
て
く
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ス
タ
ン
ス

で
取
組
み
た
い
。

棚
田
も
含
め
私
た
ち
は
地
元

を
何
と
か
守
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
の
で
、地
域
で
の
生
活

用
水
を
確
保
し
、若
者
が
地
域
に
留
ま

れ
る
施
策
を
お
願
い
し
た
い
。

合
併
効
果
が
顕
著
に
発
揮
さ

れ
る
べ
き
は
生
活
基
盤
の
向

上
で
、
そ
の
中
で
も
生
活
用
水
の
確
保

は
最
重
要
課
題
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

あ
ら
ゆ
る
知
恵
と
工
夫
で
で
き
る
だ
け

早
く
要
望
に
沿
う
形
に
も
っ
て
行
き
た

い
と
思
う
。高

速
道
路
の
完
成
に
よ
り
、

余
計
過
疎
に
な
っ
た
で
は
困

る
。
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
、
取

組
ま
れ
る
の
か
。

高
速
道
路
の
開
通
に
よ
っ
て

便
利
に
は
な
る
が
、
人
・

物
・
金
が
全
部
出
て
行
っ
て
し
ま
う
と

い
う
危
険
性
が
あ
る
。
そ
う
な
ら
な
い

た
め
に
、
高
速
道
路
を
使
っ
て
た
く
さ

ん
イ
ン
タ
ー
か
ら
降
り
て
頂
け
る
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
早
期
に
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

旧
６
町
村
の
老
人
ク
ラ
ブ
に

対
し
、
行
政
か
ら
活
動
助
成

を
頂
い
て
い
た
が
、
助
成
の
格
差
が
大

き
い
の
で
、格
差
是
正
を
し
て
欲
し
い
。

ま
た
、
運
営
も
厳
し
い
状
況
な
の
で
、

助
成
額
の
少
な
い
町
へ
の
配
慮
も
お
願

い
し
た
い
。

老
人
福
祉
計
画
を
早
期
に
策

定
し
、
高
齢
者
の
社
会
参
加

や
就
労
促
進
、
あ
る
い
は
交
流
の
機
会

や
活
動
の
場
の
確
保
、
情
報
提
供
の
推

進
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。ま

た
、
国
、
県
の
補
助
対
象
外
と
さ
れ

た
単
位
ク
ラ
ブ
の
活
動
助
成
に
つ
い
て

も
、
雲
南
市
の
単
独
事
業
と
し
て
補
助

し
、
生
き
が
い
対
策
や
健
康
づ
く
り
対

策
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
こ
う
と
い
う

方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

小
学
校
の
児
童
が
減
少
し
、

学
級
運
営
が
難
し
い
と
聞
い

て
い
る
が
、
小
規
模
校
の
統
合
を
ど

う
考
え
る
か
。

少
子
化
が
進
む
中
で
、
特
に

極
小
規
模
の
学
校
を
ど
う
し

て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
。
子
供
の
数

が
少
な
く
な
っ
た
か
ら
す
ぐ
に
統
合
と

い
う
こ
と
で
な
く
、
合
併
し
た
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
を
発
揮
し
、
こ
の
地
域
の

良
さ
を
活
か
し
た
山
村
留
学
等
の
施
策

と
抱
き
合
わ
せ
た
増
加
対
策
を
講
じ
て

き
た
い
。

ま
た
、
学
校
は
地
域
の
大
き
な
核
に

な
っ
て
お
り
、
住
民
の
居
場
所
や
心
の

拠
所
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
統
廃
合
に

つ
い
て
は
、
ま
ず
、
地
域
の
皆
さ
ん
、

保
護
者
、
学
校
が
、
そ
れ
ぞ
れ
学
校
の

役
割
等
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
し
た
話

し
合
い
を
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
思

っ
て
い
る
。こ

の
地
域
の
一
番
大
切
な
産

業
は
農
業
で
あ
る
。
法
人
化

や
協
業
化
で
き
る
条
件
の
良
い
所
だ

け
が
発
展
し
、
山
間
部
が
廃
れ
る
こ

と
の
無
い
よ
う
考
え
て
欲
し
い
。

農
業
振
興
は
「
ふ
る
さ
と
産

業
の
創
出
」
の
根
幹
を
成
す

も
の
。
圃
場
整
備
も
も
ち
ろ
ん
だ
が
、

棚
田
等
が
投
げ
や
り
に
さ
れ
、
荒
地
へ

の
一
途
を
辿
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

ま
た
、
中
山
間
地
直
接
支
払
い
制
度
は

平
成
17
年
度
か
ら
更
に
５
年
間
実
施
さ

れ
る
が
、
だ
ん
だ
ん
と
高
齢
化
し
て
い

く
状
況
の
中
で
は
、
農
家
だ
け
で
な
く
、

非
農
家
も
含
め
た
集
落
ぐ
る
み
で
知
恵

と
汗
を
出
し
合
っ
て
、
農
地
を
荒
廃
か

ら
守
っ
て
い
た
だ
く
取
組
み
を
頑
張
っ

て
頂
き
た
い
。

若
い
人
が
帰
っ
て
く
る
た
め

に
は
、
働
く
場
所
が
無
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
通
勤
範
囲
内
に
工
場

誘
致
等
の
考
え
は
な
い
か
。

ふ
る
さ
と
産
業
の
創
出
を
図

り
、
雇
用
の
場
を
確
保
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
る
。
一
挙
に
ど
ん
ど
ん
良
く
な
る

と
い
う
も
の
が
あ
れ
ば
一
番
良
い
が
、

知
恵
と
工
夫
を
凝
ら
し
雇
用
の
場
の
確

保
に
も
努
め
た
い
。
既
存
の
企
業
が
更

に
頑
張
れ
る
よ
う
、
商
工
会
と
よ
く
情

報
交
換
し
な
が
ら
、
事
業
が
成
り
立
つ

支
援
対
策
を
心
掛
け
た
い
。

地
域
の
一
体
化
を
ど
の
よ
う

に
図
っ
て
い
く
か
が
問
題

だ
。
昭
和
の
大
合
併
で
も
か
な
り
の

時
間
を
費
や
し
た
。
情
報
網
を
活
用

し
、
一
体
化
を
図
る
こ
と
も
必
要
で

は
な
い
か
。

昭
和
の
大
合
併
と
平
成
の
大

合
併
の
違
い
は
「
道
路
網
の

発
達
」
と
「
情
報
網
の
発
達
」
の
違
い
。

地
域
の
一
体
化
を
図
っ
て
い
く
た
め

に
、
ま
ず
、
道
路
網
を
使
っ
た
公
共
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
し
、
今
ま

で
以
上
に
行
き
来
が
自
由
に
な
る
よ
う

な
施
策
が
大
切
で
あ
る
と
思
う
。
そ
し

て
、
情
報
網
に
つ
い
て
は
「
雲
南
夢
ネ

ッ
ト
」
が
市
内
全
域
を
カ
バ
ー
し
て
い

る
の
で
、
こ
れ
ら
を
駆
使
し
た
施
策
を

進
め
て
い
き
た
い
。

６
つ
の
町
は
、
こ
れ
ま
で
の

ま
ち
づ
く
り
の
方
針
違
い
か

ら
都
市
基
盤
整
備
や
教
育
、
福
祉
の

取
組
み
に
格
差
が
あ
る
。
そ
の
格
差

を
な
く
す
こ
と
が
本
当
の
意
味
の
一

体
化
に
な
る
。
し
か
し
、
整
備
の
進

ん
だ
町
が
足
踏
み
を
し
て
待
つ
と
い

う
こ
と
で
は
い
け
な
い
。
厳
し
い
財

政
事
情
の
中
、
ど
の
よ
う
に
均
衡
あ

る
発
展
を
進
め
て
い
く
の
か
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
は

凸
凹
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を

す
べ
て
高
い
レ
ベ
ル
に
も
っ
て
行
く
努

力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
高
い

と
こ
ろ
の
町
は
た
だ
手
を
こ
ま
ね
い
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
は
い
け
な
い
。
オ

ン
リ
ー
ワ
ン
事
業
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

町
の
特
徴
を
更
に
伸
ば
し
て
い
く
施
策

が
進
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
こ
と
は
、
合
併
協
議
で
充
分
論
議
し

て
き
た
こ
と
で
あ
る
し
、
そ
れ
を
実
践

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。合

併
特
例
債
等
が
、
大
幅
に

削
減
さ
れ
る
中
、
そ
の
使
途

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

合
併
特
例
債
や
交
付
税
の
算

定
替
の
特
例
は
今
後
10
年
間

の
期
限
付
き
。
こ
れ
は
「
協
働
の
自
治
」

や
「
ふ
る
さ
と
産
業
の
創
出
」
に
よ
っ

て
こ
の
地
域
を
自
立
さ
せ
る
た
め
の
猶

予
期
間
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
間
に
住

民
の
皆
さ
ん
と
知
恵
を
出
し
合
い
新
し

い
雲
南
市
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。
そ

の
た
め
の
財
源
は
き
ち
ん
と
確
保
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

様
々
な
施
策
は
実
施
さ
れ
、

結
果
が
出
て
は
じ
め
て
そ
の

効
果
を
測
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ

を
ど
の
よ
う
に
検
証
し
、
市
民
に
伝

え
て
い
く
の
か
。

実
施
し
た
政
策
の
評
価
を
し
っ

か
り
と
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
平
成
17
年

度
か
ら
行
政
評
価
に
対
す
る
対
策
を
し

て
い
き
た
い
。

■
市
長
に
は
合
併
後
す
ぐ
に
自
治
会
の
方

へ
来
て
い
た
だ
き
、
非
常
に
心
強
く
思

っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
積
極
的
に
地

域
の
実
情
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

■
各
町
か
ら
代
表
が
出
て
、
お
互
い
の
意

見
交
換
等
の
機
会
を
持
つ
こ
と
が
、
今

後
の
市
の
発
展
に
必
要
で
は
な
い
か
。

■
三
刀
屋
高
校
も
総
合
教
育
の
指
定
校
に

な
っ
た
。
地
域
と
学
校
が
共
存
共
栄

し
て
い
く
よ
う
に
高
校
へ
も
要
望
し

て
欲
し
い
。

み
ん
な
で
つ
く
る
雲
南 
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催
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催
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懇
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懇
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市市
民民
がが
主主
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のの

自自
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市
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づ
く
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市
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と
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市
民
と
行
政
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協
働
に
よ
る
新
し
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ふ
る
さ
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づ
く
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市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
新
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
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市
政
懇
談
会
に
お
け
る
意
見
・
質
問
の
概
要

市
政
懇
談
会
に
お
け
る
意
見
・
質
問
の
概
要 
市
政
懇
談
会
に
お
け
る
意
見
・
質
問
の
概
要

市
政
懇
談
会
に
お
け
る
意
見
・
質
問
の
概
要 
市
政
懇
談
会
に
お
け
る
意
見
・
質
問
の
概
要 

そ
の
2

地地
域域
のの
一一
体体
化化
にに
つつ
いい
てて

行行
財財
政政
対対
策策
にに
つつ
いい
てて

Ａそそ
のの
他他
意意
見見
とと
しし
てて

懇
談
会
へ
参
加
し
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
度
も
5
月
か
ら
6
月
に
か
け
、

市
内
34
会
場
で
市
政
懇
談
会
を
開
催
す

る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

日
程
等
に
つ
い
て
は
、
後
日
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

誰誰
もも
がが
健健
やや
かか
にに

安安
心心
しし
てて
暮暮
らら
すす
まま
ちち

Ａ



三
刀
屋
町
給
下

の
峯
寺
で
、
奥
出

雲
の
火
祭
り
と
し

て
、
千
年
の
歴
史

を
も
つ
伝
統
行
事

「
峯
寺
の
火
祭
り
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
無
病

息
災
・
家
内
安
全

な
ど
と
書
か
れ
た

護
摩
木
を
、
燃
え

盛
る
護
摩
壇
に
投
げ
入
れ
る
こ
と
で
災
厄
を
払
い
、

そ
の
煙
を
受
け
る
と
願
い
が
か
な
う
と
さ
れ
る
行
事

で
、
僧
侶
や
山
伏
が
読
経
し
な
が
ら
護
摩
木
を
次
々

と
火
の
中
に
投
げ
入
れ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
会
場

は
大
勢
の
参
拝
者
や
見
物
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

11 10

吉
田
町
吉
田
の
街
並
み
の
一
角
に
、

３
体
の
オ
ブ
ジ
ェ
（
立
体
装
飾
）
が

お
目
見
え
し
ま
し
た
。

こ
の
オ
ブ
ジ
ェ
は
、
た
た
ら
製
鉄
の
歴

史
を
伝
え
る
「
馬ま

の
馬
場

ば
　
ば

（
鍛
冶
屋
で
出

来
た
鉄
を
運
ぶ
様
子
を
表
現
し
た
も
の
）」、

「
左
下

さ
　
げ

場
（
大
鍛
冶
屋
の
作
業
の
一
部
工
程

の
様
子
を
再
現
）」
と
吉
田
町
出
身
の
彫
刻

家
内
藤

な
い
と
う

伸し
ん

氏
の
制
作
し
た
「
翁お

き
な

」
の
彫
刻

で
、
街
並
保
存
と
交
流
商
業
の
開
発
の
活

動
の
一
環
と
し
て
再
現
し
た
も
の
で
す
。

設
置
し
て
あ
る
場
所
は
、「
馬
の
馬
場
」

が
そ
の
昔
、
実
際
に
馬
が
つ
な
が
れ
て
い

た
場
所
に
、「
左
下
場
」
が
大
鍛
冶
屋
の
あ

っ
た
場
所
に
あ
る
ほ
か
、「
翁
」
は
内
藤
氏
が
昭
和
20
年
に
疎
開
し
、

創
作
活
動
を
行
っ
た
施
設
の
前
に
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
オ
ブ
ジ
ェ
の
設
置
場
所
は
、
た
た
ら
製
鉄
な
ど
を
営

ん
で
い
た
鉄
山

て
つ
ざ
ん

師し

の
街
並
み

や
田
部
家
の
屋
敷
、
内
藤
氏

設
計
に
よ
る
吉
田
公
園
、
鉄

の
歴
史
博
物
館
を
通
る
散
策

コ
ー
ス
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
歴
史
を
語

歴
史
を
語
る 

ふ
る
さ
と
の
歴
史
を
語

歴
史
を
語
る 

ふ
る
さ
と
の
歴
史
を
語
る 

オオオオ
ブブブブ
ジジジジ
ェェェェ
完完完完
成成成成

大
東
町
の
健

康
ラ
ン
ド
ゆ
と

り
の
里
で
平
成

16
年
度
の
入
館

者
数
７
万
人
を

達
成
し
ま
し
た
。

平
成
２
年
に

オ
ー
プ
ン
し
た

ゆ
と
り
の
里
で
は
、
豊
富
な
湯
量
か
ら
毎
日
お
湯
を
入

れ
替
え
、
近
年
は
入
館
者
数
が
軒
並
み
増
加
。
ま
た
、

平
成
15
年
度
は
、
入
館
料
を
改
定
し
た
こ
と
も
あ
り
、

前
年
度
比
で
１
万
５
千
人
増
の
お
よ
そ
６
万
５
千
人
が

訪
れ
る
ほ
ど
の
人
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
、
７
万
人
目
の
入
浴
客
と
な
っ
た
瀬
尾
正
明

さ
ん
（
木
次
町
西
日
登
）
に
は
、
大
東
総
合
セ
ン
タ
ー

堀
江
善
彦
所
長
よ
り
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

錦
織
一
夫
支
配
人
は
「
７
万
人
を
目
標
に
全
従
業
員

が
一
口
営
業
や
接

客
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
て
き

た
。
今
後
も
地
域

の
皆
さ
ん
に
喜
ん

で
も
ら
え
る
湯
の

里
づ
く
り
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」
と
決
意

を
新
た
に
し
て
い

ま
し
た
。

掛
合
町
の
波
多
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
協
議
会
（
須
藤
定

一
会
長
）
が
、
平
成
16
年

度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
の
助
成
を
受
け
、
ス
ポ

ー
ツ
用
品
や
テ
ー
ブ
ル
・

イ
ス
な
ど
の
会
議
用
機
材

を
購
入
し
ま
し
た
。

こ
の
助
成
事
業
に
よ

り
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
通
じ

て
世
代
間
交
流
が
図
れ
る

と
と
も
に
、
地
域
住
民
の

健
康
増
進
・
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
集
会
施
設
（
公
民
館
を
兼
ね
る
）

の
管
理
・
運
営
も
行
う
同
協
議
会
で
は
、
積
雪
の

多
い
冬
場
で
も
練
習
や
大
会
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え

る
よ
う
、
小
型
除
雪

機
械
も
今
回
購
入
さ

れ
て
い
ま
す
。

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
は
、（
財
）
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
普

及
広
報
事
業
費
と
し
て
受
け
入
れ
る
受
託
事
業
収
入
を
財

源
と
し
て
お
り
、
地
域
の
交
流
・
伝
統
文
化
の
継
承
な
ど

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
対
し
、
そ
の
健
全
な
発
展
を
図

る
と
と
も
に
宝
く
じ
の
普
及
広
報
活
動
の
一
環
と
し
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

加
茂
町
三
代

の
三
代
児
童
館

が
、
幼
児
人
口

の
減
少
や
保
育

園
・
幼
稚
園
の

統
合
に
伴
い
閉

鎖
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
今
年
で
最
後
と
な
る
修
了
式
と

退
任
式
が
あ
り
ま
し
た
。

三
代
児
童
館
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
保

育
施
設
と
し
て
昭
和
39
年
に
開
園
し
、
そ

の
後
多
く
の
園
児
た
ち
が
巣
立
っ
て
い
き

ま
し
た
。

最
後
の
園
児
た
ち
を
送
っ
た
修
了
式
に

続
き
、
職
員
や
卒
園
生
、
保
護
者
な
ど
が

出
席
し
た
退
任
式
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
思

い
出
を
振
り
返
り
涙
ぐ
む
関
係
者
の
姿
も

見
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
同
施
設

は
、
小
学
校
な

ど
に
通
う
児
童

に
、
遊
び
や
集

団
生
活
の
場
を

提
供
す
る
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ

と
し
て
活
用
さ

れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

老
朽
化
と
耐
震
の

必
要
性
か
ら
建
設
工

事
が
進
め
ら
れ
て
き

た
木
次
町
の
西
日
登

公
民
館
が
完
成
し
、

地
元
住
民
や
市
・
工

事
関
係
者
な
ど
約
80

人
が
出
席
し
、
竣
工

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
活
動
促
進

施
設
に
隣
接
し
て
新
築
さ
れ
た
公
民
館
は
、
鉄
骨
造
平
屋
建

て
、
延
べ
床
総
面
積
約
440
・
３
㎡
の
施
設
で
、
総
事
業
費
１

億
２
千
195
万
円
を
か
け
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
段
差
な

ど
を
少
な
く
し
た
バ

リ
ア
フ
リ
ー
構
造
に

な
っ
て
お
り
、
高
齢

者
に
も
配
慮
し
た
施

設
と
な
っ
て
い
ま

す
。施

設
前
で
の
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
、
竣
工
式

に
引
き
続
き
、
地
元

の
女
声
コ
ー
ラ
ス
に

よ
る
合
唱
な
ど
も
行

わ
れ
、
に
ぎ
や
か
に

公
民
館
の
完
成
を
祝

い
ま
し
た
。

健
康
健
康
ラ
ン
ド
ゆ
と
り
の
里 

健
康
健
康
ラ
ン
ド
ゆ
と
り
の
里 

健
康
ラ
ン
ド
ゆ
と
り
の
里 

4／ 15

4／ 15

3／ 29

内藤　伸

吉田町生まれの
彫刻家。高村光雲
の弟子として学
び、その代表作
「子安観音像」が
吉田公園内に、県
庁前には、岸清一
博士の像がありま
す。

地
域
地
域
の
交
流
交
流
・
親
睦
を
深

親
睦
を
深
め
る 

地
域
地
域
の
交
流
交
流
・
親
睦
を
深

親
睦
を
深
め
る 

地
域
の
交
流
・
親
睦
を
深
め
る 

ココココ
ミミミミ
ュュュュ
ニニニニ
テテテテ
ィィィィ
助助助助
成成成成
事事事事
業業業業

入入入入
館館館館
者者者者
数数数数
7777
万万万万
人人人人
達達達達
成成成成

思
い
出
の
園
舎
園
舎
に
別
れ
を
告
を
告
げ
て 

思
い
出
の
園
舎
園
舎
に
別
れ
を
告
を
告
げ
て 

思
い
出
の
園
舎
に
別
れ
を
告
げ
て 

3／ 20
三三三三
代代代代
児児児児
童童童童
館館館館
修修修修
了了了了
式式式式

健康ランドゆとりの里

護摩の灰は護符として持ち帰ります

地
域
地
域
の
活
動
拠
点

活
動
拠
点
に 

地
域
地
域
の
活
動
拠
点

活
動
拠
点
に 

地
域
の
活
動
拠
点
に 

西西西西
日日日日
登登登登
公公公公
民民民民
館館館館
竣竣竣竣
工工工工

3／ 20

速水市長の記念講演もありました。

峯峯峯峯
寺寺寺寺
のののの
火火火火
祭祭祭祭
りりりり



雲南市の職員紹介
雲南市長：速水雄一　　助役：内田孝志・影山喜文　　教育長：土江博昭

部署名 課名（電話番号） 分掌事務 課長名 グループ名 グループ員

政策企画部

部長：家島保夫
次長：渡部彰夫

政策推進課　☎ 40-1011

総合企画調整、総合振興・建設・過
疎計画、広域行政、出資団体、土地
開発公社連絡調整、土地利用、公共
交通対策、陳情・請願受付

課長：（渡部彰夫）
主査：佐藤　満

計画策定Ｇ GL：（佐藤　満）　SL：金森里志、
SL：板持周治、藤原一浩、田部雄二

企画推進Ｇ GL：田中孝治　SL：熱田勇二

ダム対策課　☎ 40-1012 尾原ダム、水源地域整備計画、地域
に開かれたダム整備計画

課長：福島宏芳 ダム対策Ｇ GL：安部哲男

地域振興課　☎ 40-1013 地域振興、定住施策、地域自主組織、
地域委員会、水力発電、ふるさと会

課長：坂本武男 地域振興Ｇ GL：狩野明芳　SL：宇田川康司、
山根智憲、福島勇樹

国際交流室　☎ 40-1014 国際交流 室長：大坂浩二 国際交流Ｇ GL：（大坂浩二）、三島典子

情報政策課　☎ 40-1015 広報・公聴、各種統計調査、情報化
施策、通信格差是正、CATV

課長：安井　修 情報政策Ｇ GL：末次治良、和田邦夫、多根英志、
栂　博章

情報システム課　☎ 43-8310 電算システム・ネットワーク 課長：古林　茂 情報システムＧ GL：今岡　靖、森山　康、中西章博、
高橋尚紀、金山佳文

総務部
部長：藤井　勤
次長：本間良一
工事検査監：
　　　石飛　悟

総務課
☎ 40-1000、☎ 41-1021、
☎ 40-1027、☎ 40-1090

市長公室、文書事務、選挙管理委員
会、慶弔、防災計画、消防・水防、
防犯・交通安全対策、人事、給与、
告示・公示、条例規則制定改廃、栄
典ほう賞、個人情報保護、情報公開
制度、行政手続

課長：（本間良一）
主査：小林　功
主査：大森　久

総務Ｇ GL：（小林　功）　SL：嘉本俊一、
SL：三原修三、石飛佑里子

人事給与Ｇ GL：落合正成　SL：戸谷久美子、
細木皇宏、板持徳生、上原香里

選挙・防災Ｇ GL：奥井英孝、若槻由里、山本泰司

財政課　☎ 40-1023 財政計画、予算、地方債、地方交付
税

課長：長谷川和男
主査：小山　伸 財政Ｇ GL藤原靖浩、河角郁夫、須山貴吉、

佐藤伊知郎

行財政改革推進課
　　　　☎ 40-1024

行財政改革、行政評価、財務管理、
法令外負担金・補助金

課長：後山洋右
主査：稲田和久 行財政改革推進Ｇ GL：福間　央

管財課　☎ 40-1025 契約 ( 入札 ) 事務、公有財産管理、
土地開発基金、財産区

課長：斉藤雅孝
主査：小川修治 財産管理監視Ｇ GL：（小川修治）SL：吉岡幹展、森山　肇、

村松　優、三島　一、原　修、藤原直樹

市民部

部長：大谷　忠
次長：周藤喜好

市民生活課　☎ 40-1031

市民の相談、消費者行政、国民健康
保険、老人医療、福祉医療、乳幼児
医療、児童手当、国民年金、戸籍、
住民登録、外国人登録、印鑑証明、
諸証明発行、埋火葬許可、住民基
本台帳ネットワーク、公的個人認証
サービス、自動車の臨時運行許可

課長：（周藤喜好）

市民Ｇ GL：藤原陽子
SL：糸原幸子、織田朱美、難波　透

生活Ｇ
GL：中島　豊
SL：稲村香里、山田祐子、宮川　純、
晴木幸江、周藤寛雅、竹田奈津子

人権推進室　☎ 42-1767 人権擁護、人権・同和行政、人権セ
ンター業務、男女共同参画推進業務

室長：宇都宮正 人権推進Ｇ GL：（宇都宮正）、市場　享

環境対策課　☎ 40-1033
環境美化・衛生、公害対策、自然保
護、墓地、狂犬病予防、新・省エネ
ルギービジョン策定推進

課長：川上清照
主査：湯村　茂 環境対策Ｇ GL：（湯村　茂）、加納寿伸、石飛智香

税務課　☎ 40-1034

市県民税、軽自動車税、国民健康保
険料、固定資産税、市たばこ税、入
湯税、特別土地保有税、税務相談、
地籍調査

課長：須山哲好
主査：後藤　章
主査：坂本一郎

市民税Ｇ
GL：（坂本一郎）
SL：菅田和美、荒木尚美、茂富貴志、
落部　大、舟木裕子、岡田有未

固定資産税Ｇ
GL：周藤正志　SL：細田奈美江、
田部健治、永瀨玉緒、郷原絹代、上代
真一、佐藤保興、藤本　誠、大塚雄彦

地籍調査Ｇ GL：（後藤　章）　SL：西村秀一、
SL：陶山清男、舟木靖博、古瀬秀俊

管理課　☎ 40-1035 税収納、滞納整理・処分、消込収納、
口座振替、無料法律相談

課長：門脇　潤
主査：太田昌人 収納Ｇ GL：（太田昌人）、佐藤尚子、

大坂健一郎

健康福祉部

部長：周藤寛洲
次長：藤井信弘

健康福祉総務課　☎ 40-1041
社会福祉協議会、社会福祉団体、民
生委員・児童委員、生活保護、地域
福祉、社会福祉施設管理

課長：（藤井信弘）
福祉総務Ｇ GL：内田孝夫、武田正敏、菊地隆克、

白築　歩

生活福祉Ｇ GL：渡部健治（県派遣）　SL：内田幸治、
SL：杉原孝治、小林洋治、田中秀信

長寿障害福祉課　☎ 40-1042

介護保険事業、老人福祉施設入所措
置、精神障害者福祉、知的障害者福
祉、身体障害者福祉、障害児福祉、
高齢者の在宅福祉、支援費制度、特
別障害者手当・障害児福祉手当支給、
特別児童扶養手当

課長：若槻秀夫

高齢者福祉Ｇ GL：梅木郁夫
SL：嘉本史紀、勝平弥生、福田初美

障害者福祉Ｇ GL：木村正広
SL：陶山保子、野々村悟史、内田弘幸

在宅介護支援C　☎ 40-1043 高齢者、在宅福祉 （若槻秀夫） 在宅介護支援Ｇ GL：足立清子　内部幸枝

子育て支援課　☎ 40-1044 保育所、母子福祉、児童福祉 課長：宇都宮敏章 子育て支援Ｇ GL：足立純一　SL：石飛和宏、柳楽　恵

児童女性相談室　☎ 40-1046 児童女性相談 室長：黒田恵美子

健康推進課　☎ 40-1045
母子・成人保健事業、感染症予防、
訪問指導、身体医学研究機関、精神
保健、歯科保健事業

課長：曽田誠二 健康推進Ｇ
GL：竹下博昭　SL：佐藤真理子、
SL：土屋悦子、須藤晴紀、加藤真寿美、
高橋典子、毛利昭仁

【雲南市役所】市長部局及び収入役部局
Ｇはグループ、Ｃはセンター、ＧＬはグループリーダー、ＳＬはサブリーダーの略。【平成17年4月1日現在】
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■と　き　3月20日開催　
■ところ　雲南市大東町民体育館

優　勝【男子団体戦】

梅ヶ丘Ａ

【女子団体戦】

大東体協Ａ

【男子シングルス】

長瀬健太郎

【女子シングルス】

渡部幸子

■と き　4月10日開催

■ところ　松江市営陸上競技場発着
【２部】クラブ対抗：出場数41チーム
5位　　雲南市陸協Ａ

第4回斐伊川お花見レガッタ

第48回大原郡卓球大会 第60回宍道湖一周駅伝競走大会

雲南市定住推進員の紹介

（敬称略）

■と　き　4月17日開催　

■ところ　斐伊川特設ボートコース（木次町下熊谷）

県内各地から111クルー（関係者を含むおよそ500人）が参加

し、晴天の中、熱戦を繰り広げました。

下宮雅行さん（1区）

細田洋人さん（2区）

黒田英夫さん（3区）

石原知洋さん（4区）

安田和広さん（5区）

但馬裕朗さん（6区）

荒木公栄さん（7区）

市では、定住促進体制を強化するため、雲
南市定住推進員を1名配置しています。
定住推進員の任務は、市内産業振興のため

の、生産、販売、技術開発や地域教育文化、
福祉向上、健康増進など、住みよい町づくり
に寄与すると認められる人材の定住促進と積

極的な勧誘、また、定住希望者への情報提供と相談事業など
です。
荒木正雄さん（木次町宇谷）に雲南市定住推進員を委嘱し、

昨年の合併時からその任務に就いています。
「知人がＵ・Ｉターンを希望している」「貸家情報を知りた

い」など、定住に関する情報提供やお問い合わせは、雲南市
役所地域振興課　　0854-40-1013 までお願いします。

チャレンジデー2005
チャレンジデーとは
チャレンジデーは毎年5月の最終水曜日に世界中で行われ
るスポーツイベントで、この日、午前0時から午後9時まで
に何％の住民がスポーツや運動をしたかを、人口がほぼ同じ
自治体同士で競います。
負けたら対戦相手の自治体の旗を庁舎メインポールに一週
間掲揚するというルールもあるユニークなイベントです。
なお、雲南市としてはじめての参加になります。

今年は

開催期日／平成17年5月25日（水）午前0時～午後9時
対戦相手／福岡県田川市（人口　53,710人）

宍道湖北を力走する但馬選手

大会の結果

種目：ナックルフォア、コース延長：約400ｍ
【一般男子の部】
優　勝　瓦街のプーさんＢ（1分6秒97）
準優勝　三菱パルシード（1分7秒92）

【一般女子の部】
優　勝　ルンバルンバ号（1分24秒18）
準優勝　山陰中央新報ボート同好会Ｌ（1分25秒88）

【雲南男子の部】
優　勝　ＭＲＣ（1分18秒54）
準優勝　Festina lente（1分18秒78）

【雲南女子の部】
優　勝　おかあさんといっしょ（1分36秒73）
準優勝　クラブあくてぃぶ（1分37秒60）

【シニアの部】
優　勝　山陰中央新報ボート同好会Ａ（1分21秒29）
準優勝　20期会ファイターズ（1分34秒94）

雲南市ＶＳ田川市



吉田総合センター＆吉田健康福祉センター＆教育分室
部名 課名（電話番号） 課長名 グループ名 グループ員

吉田総合センター
所長：堀江正治
次長：藤原隆弘
（教育分室長兼務）

自治振興課　☎ 74-0212 課長：谷口廣美
主査：河角守雄 自治振興Ｇ GL：（河角守雄）、田浪文雄

総合調整課　☎ 74-0211 課長：（藤原隆弘）
庶務Ｇ GL：堀江健次、吾郷　静

市民サービスＧ GL：渡部一雅、丹波鉄也

事業管理課　☎ 74-0213 課長：池田昭夫
産業振興Ｇ GL：加津山幸登、杉原　学

公共物管理Ｇ GL：和泉博之、渡部　喬、堀江康久

田井出張所　☎ 75-0311 所長：松島敏夫

健康福祉C　☎ 74-0215 C 長：梶蔦瑞恵 健康福祉Ｇ GL：安部敏博、和泉ちひろ、佐藤久美子、曽田岳志

教育分室　☎ 74-0214 分室長：（藤原隆弘） 教育分室 GL：多賀修治、錦織研吾、花籠謙治、宮崎雄基

掛合総合センター＆掛合健康福祉センター＆教育分室
部名 課名（電話番号） 課長名 グループ名 グループ員

掛合総合センター
所長：土山幸延
次長：松村千弘
（教育分室長兼務）

自治振興課　☎ 62-0301 課長：（松村千弘） 自治振興Ｇ GL：高橋　司、勝部正哉

総合調整課　☎ 62-0300 課長：小川　忍
庶務Ｇ GL：白築輝二、永田博美

市民サービスＧ GL：（小川　忍）、永瀬浩二

事業管理課　☎ 62-0302 課長：小村重美
産業振興Ｇ GL：小川浩平、村重悦子、江角祐哉

公共物管理Ｇ GL：中倉　昇、藤原雄二

健康福祉C　☎ 62-0727 C 長：神田みゆき 健康福祉Ｇ GL：和田　誠、渡辺幸枝、名原牧紀、白築　香、古田千恵、今岡貴博

教育分室　☎ 62-0303 分室長：（松村千弘） 教育分室 茂富加奈子、堀江亮次、難波淳（島根県）

3．派遣・研修等
雲南広域連合 清水寛（事務局長）、藤原茂（課長） 、馬越英夫、土屋和則、鳥谷周史、吉川卓男、吉川真知子、武田　章、渡部大地 文部科学省 白築　徹

雲南市・飯南町・
飯南町事務組合 筒井一夫（大東ＣＡＴＶ局長） 藤原裕治（主査）、原　敦夫、西村千枝子、福間　守、祝原志郎、福本琢也、中林英昭 島根県 安部栄司

【出先機関】１． 健康福祉部関係部局

大東町 大東保育園
☎ 43-6132 園長：川本憲子

多田納信子、川島朝子、三原達子、小田操子、
内田由紀、原田美穂子、藤原奈津子、
岩田正恵（調理師）、永瀬桂子（調理師）

かもめ保育園
☎ 43-3010 園長：田中陽子

狩野玲子、児玉啓子、田中喜美代、女鹿田千津子、
坂本美由紀、加藤有美、永井景子、坂本典子、
庄司明美（調理師）、狩野　恵（調理師）

加茂町 加茂幼児園
☎ 49-6760

園長：杉原孝子
副園長：菅田敦子

渡部祐子、藤原美紀子、土江真子、星野佐和子、宮崎詠子、江角育子、渡部陽子、錦織美由紀、加本泰之、
藤原千重美、糸川昭子、土江喜美（看護師）、原田奈穂美（栄養士）

木次町 木次保育所
☎ 42-2341 所長：板持俊子 山根充子、山根聖美、小笠原由美子、

渡部由美子（調理師）
斐伊保育所
☎ 42-1008 所長：田部美佐子 荒木光子、景山美加、板持聡子、

広野知津江（調理師）

三刀屋町 三刀屋保育所
☎ 45-2651 所長：藤原和子 景山新子、木下弓子、速水照美、板持佳子、須山敏子、山内真由美、千葉万里子、森本　歩

吉田町 田井保育所
☎ 75-0201 所長：島　克代 小田和子、福島奈々 吉田保育所

☎ 74-0330 所長：金山由美子 吉原裕子

掛合町 掛合保育所
☎ 62-9900 所長：石飛由美子

藤原裕子、勝部慶子、藤原ひろみ、松村知子、
藤原佐知子、谷戸俊一、半田美紀、
三島初美（調理師）、山崎優子（調理師）

掛合保育所
波多分園
☎ 64-0231

松田礼子、落合由紀子、
橋本春代（調理師）

2．市民部関係部局
掛合町 掛合診療所　☎ 62-0135 所長：日高美佐恵、山本和美（歯科医師）、柿木弘己（事務長）波多野増美、渡邊智昭、岡田光子、板垣浩子、瀬尾由美子、菅野豊久

3．教育委員会関係部局

大東町

学校給食
センター
☎ 43-6137

白神大三（Ｃ長）、
永瀬良美、吉木政男、
上代安枝、加藤孝幸、
山根大樹、原　里美、
岩田浩二

大東幼稚園
☎ 43-2710

藤原洋子、武永恭子、
小山　彩

西幼稚園
☎ 43-6005 岩田長子、坪倉君枝 佐世幼稚園

☎ 43-2817 小山令子、斉間久美

阿用幼稚園
☎ 43-2199 小川チエコ、筒井美津江 久野幼稚園

☎ 47-0163 槙原都志子、杉原純子 海潮幼稚園
☎ 43-2298 陶山美恵子、曽田尚子 大東小学校

☎ 43-6330 永井義雄

西小学校
☎ 43-2801 原幸一郎 佐世小学校

☎ 43-2816 女鹿田秀穂 阿用小学校
☎ 43-2734 原田　章 久野小学校

☎ 47-0047 佐藤誠二

海潮小学校
☎ 43-2269 別所一朗 大東中学校

☎ 43-2107 遠藤光徳、上代浩治 海潮中学校
☎ 43-2271 景山茂則 図書館 藤原広子

木次町

学校給食
センター
☎ 42-0166

陶山文江（Ｃ長）、
景山貴美子、為石恒子、
堀江嘉廣、板垣健一、
宇田川泰行

木次幼稚園
☎ 42-2173 細田和子、飯石桂子 斐伊幼稚園

☎ 42-2130
周藤秀子、古瀬芳美、
田中小留理

寺領幼稚園
☎ 42-0870

小林百合子、
須山靖恵、清水香織

西日登幼稚園
☎ 42-0875

加藤貴美子、小池美
紀、安部裕子

温泉幼稚園
☎ 48-0011 藤原洋子 斐伊小学校

☎ 42-0348 小林　等 木次中学校
☎ 42-1411 細木高樹

三刀屋町

学校給食
センター
☎ 45-2637

奥田良宣、高尾典子、
森田寛子、加藤誠子、
狩野久志

三刀屋幼稚園
☎ 45-2168

石田礼子、崎山隆子、
廣田明美、川本則男、
竹下千晶、昌子真理子

飯石幼稚園
☎ 45-2751

岡田万守美、
稲田貞子

鍋山幼稚園
☎ 45-3762

藤原恵美子、
泉　陽子、阿川恵美

中野幼稚園
☎ 45-2451 田中敬子、杉原千恵 三刀屋小学校

☎ 45-2324 須山幹子 三刀屋中学校
☎ 45-2421 岡田恭子

吉田町 吉田中学校
☎ 74-0140 堀江昌代

掛合町 掛合小学校
☎ 62-0011 落合直久 波多小学校

☎ 62-0008 伊原　稔 入間小学校
☎ 62-1255 松村享江 掛合中学校

☎ 62-0059 名原晃子
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吉
さ
ん（
大
東
町
）

園
山
定
雄
さ
ん（
三
刀
屋
町
）
玉
木
博
子
さ
ん（
木
次
町
）

◎
平
成
16
年
度
消
防
庁
長
官
定
例
表
彰

【
永
年
勤
続
功
労
章
】

井
谷
憲
治
さ
ん
（
木
次
方
面
隊
）

朝
山
　
猛
さ
ん
（
掛
合
方
面
隊
）

◎
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会

【
銀
賞
受
賞
】
木
管
弦
打
楽
器
８
重
奏

加
茂
中
学
校
吹
奏
楽
部
　

小
池
亜
衣
さ
ん
　
槙
原
絵
美
さ
ん

今
岡
裕
美
さ
ん
　
神
門
成
美
さ
ん

岡
田
　
都
さ
ん
　
渡
部
あ
か
り
さ
ん

保
科
有
香
さ
ん
　
武
藤
な
つ
み
さ
ん

総
務
部
総
務
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
０
０

今
年
の
春
の
行
政
相
談
週
間
は
、

５
月
16
日
（
月
）
〜
22
日
（
日
）
で
す
。

行
政
相
談
委
員
が
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で

お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

な
お
、
相
談
所
の
開
催
場
所
、
日
時
等
は
各

総
合
セ
ン
タ
ー
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

健
康
福
祉
部
内
児
童
女
性
相
談
室

健
康
福
祉
部
内
児
童
女
性
相
談
室

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
４
６

市
で
は
平
成
17
年
４
月
か
ら
児
童
・
女
性
に

関
す
る
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
し
た
。
相
談
は

無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
時
間

月
曜
日
〜
金
曜
日
　
８
時
30
分
〜
17
時

（
休
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

な
お
、
島
根
県
の
木
次
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
雲
南
圏
域
に

お
け
る
女
性
相
談
業
務
は
、
平
成
17
年
度
か
ら

出
雲
児
童
相
談
所
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
雲
南
市
内
で
開
設
さ
れ
る
定
期
的
な

相
談
日
も
あ
り
ま
す
の
で
、
出
雲
児
童
相
談
所

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
島
根
県
・
女
性
相
談
室

出
雲
児
童
相
談
所(

女
性
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

０
８
５
３
・
２
１
・
８
７
８
９

■
定
期
的
な
相
談
日
の
開
設

【
日
時
】
第
１
、
３
水
曜
日
　
10
時
〜
15
時

【
場
所
】
島
根
県
東
部
福
祉
事
務
所
（
木
次
町
）

※
実
施
日
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

市
報
う
ん
な
ん
４
月
号
の
記
載
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

22
ペ
ー
ジ
、
雲
南
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
の
見
出
し
「
平
成
17
年
度
固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て
」

と
「
平
成
17
年
度
国
民
健
康
保
険
料
仮
算
定
に
つ
い
て
」
の
標
記
が
逆
で
し
た
。

25
ペ
ー
ジ
、
水
道
局
工
務
第
二
課
事
務
所
移
転
の
お
知
ら
せ
、
電
話
番
号
は
４
３
・
２
４
４
７
で
し
た
。

お詫びと訂正

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

左から速水市長、木村千鶴さん、坂本暢子さん、
川島康子さん、錦織さよ子さん

受賞者のみなさんと速水市長

雲
南
市
児
童
女
性
相
談
室
の

開
設
に
つ
い
て

行
政
相
談
週
間
に
つ
い
て

行
政
相
談
委
員
の
み
な
さ
ん

落
合
　
昭
治
さ
ん
（
大
東
町
）

渡
部
多
加
子
さ
ん
（
木
次
町
）

黒
田
　
徳
郎
さ
ん
（
加
茂
町
）

大
島
二
三
恵
さ
ん
（
吉
田
町
）

山
中
満
寿
夫
さ
ん
（
掛
合
町
）

高
尾
　
正
治
さ
ん
（
三
刀
屋
町
）



健
康
福
祉
部
長
寿
障
害
福
祉
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
４
２

ま
た
は
各
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で

市
で
は
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る
精
神
保
健

及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
第
32
条

（
通
院
医
療
費
公
費
負
担
患
者
票
）
の
決
定
を

受
け
て
い
る
方
に
対
し
て
、
該
当
疾
患
の
通
院

に
か
か
る
医
療
費
及
び
交
通
費
の
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。

医
療
費
に
つ
い
て
は
医
療
機
関
等
に
支
払
う

一
部
負
担
金
の
額
を
、
交
通
費
に
つ
い
て
は
公

共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
場
合
の
交
通
費
の

１
／
２
の
額
を
そ
れ
ぞ
れ
助
成
し
ま
す
。（
一
部
、

対
象
に
な
ら
な
い
場
合
、
助
成
金
額
が
異
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）

詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま

た
は
健
康
福
祉
部
長
寿
障
害
福
祉
課
に
お
願
い
し

ま
す
。

健
康
福
祉
部
子
育
て
支
援
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
４
４

ま
た
は
各
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で

母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
に
つ

い
て
、
心
身
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
支
給

さ
れ
る
手
当
で
す
。

■
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方

次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
18
歳
に
達
す
る
日

以
降
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
児
童
を
監
護

し
て
い
る
父
、
ま
た
は
父
に
か
わ
っ
て
そ
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
方
が
受
給
で
き
ま
す
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

②
母
が
死
亡
し
た
児
童

③
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

た
だ
し
、
児
童
が
本
市
に
住
所
を
有
し
な
い

と
き
、
里
親
に
委
託
さ
れ
て
い
る
と
き
、
父
が

再
び
婚
姻
し
、
生
計
を
一
に
し
た
と
き
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

■
支
給
額

月
を
単
位
と
し
て
該
当
児
童
１
人
当
た
り
５

千
円
で
す
。
毎
年
４
・
８
・
12
月
の
３
期
に
そ

れ
ぞ
れ
の
支
給
月
の
前
月
ま
で
の
分
を
支
給
し

ま
す
。

■
支
給
制
限

前
年
の
所
得
（
年
間
の
収
入
金
額
か
ら
給
与

所
得
控
除
な
ど
を
控
除
し
た
額
）
が
次
の
表
に

あ
る
額
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
手
当
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

健
康
福
祉
部
長
寿
障
害
福
祉
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
４
２

ま
た
は
各
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で

市
で
は
介
護
保
険
の
対
象
に
な
ら
な
い
重
度

障
害
者
等
を
在
宅
に
お
い
て
介
護
し
て
い
る
方

を
対
象
に
、
介
護
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

■
『
重
度
障
害
者
等
』
と
は
？

●
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
２
級
を
所
持
し
、
日

常
生
活
動
作
に
介
護
を
要
す
る

●
療
育
手
帳
Ａ
を
所
持
し
、
日
常
生
活
動
作
に

介
護
を
要
す
る
方

●
そ
の
他
常
時
監
護
又
は
介
護
を
要
す
る
方
で

市
長
が
認
め
る
方

た
だ
し
、
重
度
障
害
者
等
が
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
と
き
は
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

・
雲
南
市
内
に
住
所
を
有
し
な
い

・
入
院
し
て
３
月
以
上
経
過
し
た
と
き

・
40
歳
以
上
で
介
護
保
険
の
対
象
と
な
る
方

・
被
介
護
者
の
属
す
る
世
帯
が
所
得
税
課
税
世

帯
で
あ
る
と
き

■
支
給
額

月
単
位
で
支
給
し
、
月
額
５
千
円
で
す
。

■
支
給
時
期

申
請
が
行
わ
れ
た
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
対
象

と
な
り
、
毎
年
７
･
11
・
３
月
の
３
期
に
そ
れ

ぞ
れ
支
給
月
ま
で
の
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

■
申
請
に
つ
い
て

申
請
は
各
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
、
長
寿

障
害
福
祉
課
ま
で

健
康
福
祉
部
長
寿
障
害
福
祉
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
４
２

ま
た
は
各
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で

更
生
医
療
と
は
？

身
体
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
く
身
体
障
害
者

に
対
す
る
、
障
害
を
軽
減
す
る
医
療
に
対
す
る

自
己
負
担
軽
減
措
置
で
す
。

更
生
医
療
は
福
祉
医
療
よ
り
優
先
さ
れ
る
制

度
で
す
が
、
更
生
医
療
の
利
用
後
、
な
お
自
己

負
担
額
が
発
生
す
る
場
合
は
、
福
祉
医
療
を
あ

わ
せ
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
更
生
医
療
の
対
象
と
な
る
代
表
医
療
の
例

視
覚
障
害
…
白
内
障-

水
晶
体
摘
出
術

心
臓
障
害
…
狭
心
症
、
心
筋
梗
塞-

バ
イ
パ
ス
術
、

心
臓
弁
膜
症
・
人
工
弁
置
換
術

じ
ん
臓
障
害
…
慢
性
じ
ん
不
全-

人
工
透
析
な
ど

■
申
請
に
つ
い
て

申
請
に
は
更
生
医
療
指
定
医
療
機
関
の
医
師

の
意
見
書
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
医
療
機
関
ま
た
は
各
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
長
寿
障
害
福
祉
課
ま
で

19 18

市
民
部
環
境
対
策
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
３

ま
た
は
各
総
合
セ
ン
タ
ー
総
合
調
整
課
ま
で

今
年
度
、
次
の
環
境
関
係
補
助
金
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
促
進
す
る
「
住
宅

用
太
陽
光
発
電
導
入
促
進
事
業
補
助
金
」

発
電
装
置
１
kw
当
り
４
万
円
・
上
限
３
kw
ま

で
の
補
助
が
で
き
ま
す
。

●
ご
み
の
減
量
を
促
進
す
る
「
生
ご
み
処
理
容

器
購
入
費
補
助
金
」

購
入
金
額
の
１
／
３
と
し
、
１
基
に
つ
き
２

万
円
ま
で
の
補
助
が
で
き
ま
す
。

●
良
好
な
生
活
環
境
づ
く
り
を
促
進
す
る
「
ご

み
集
積
施
設
整
備
費
補
助
金
」

①
可
燃
ご
み
集
積
施
設：

設
置
費
の
１
／
２
と

し
、
３
万
円
ま
で
の
補
助
が
で
き
ま
す
。

②
不
燃
ご
み
集
積
施
設：

設
置
費
の
１
／
２
と

し
、
４
万
円
ま
で
の
補
助
が
で
き
ま
す
。

市
民
部
環
境
対
策
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
３

ま
た
は
各
総
合
セ
ン
タ
ー
総
合
調
整
課
ま
で

雲
南
市
の
ゴ
ミ
排
出
量
は
、
年
々
増
加
の
一

途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
家
庭
等
か
ら
出
る
ゴ

ミ
の
量
を
減
ら
す
こ
と
と
資
源
を
有
効
利
用
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
次
の
よ
う
な
事
業
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

●
古
紙
回
収
（
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
雑
誌
、
新
聞
紙
）

●
使
用
済
み
の
割
り
箸
回
収

日
程
、
回
収
方
法
に
つ
い
て
は
後
日
チ
ラ
シ

等
で
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
た
だ
し
、
吉

田
町
・
掛
合
町
の
古
紙
回
収
は
こ
れ
ま
で
ど
お

り
の
方
法
で
す
。

市
民
部
環
境
対
策
課
　
　

４
０
・
１
０
３
３

雲
南
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

４
９
・
６
３
３
２
　

雲
南
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

４
２
・
３
３
９
１

い
い
し
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

７
２
・
９
２
１
７

◎
4
月
以
降
の
持
ち
込
み

加
茂
町
の
方

こ
れ
ま
で
ど
お
り
加
茂
処
分
場
へ

大
東
・
木
次
・
三
刀
屋
町
の
方

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
最
終
処
分
場
へ

吉
田
・
掛
合
町
の
方

い
い
し
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
そ
れ
ぞ
れ

搬
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
持
ち
込
み
は
、
瓦
・
ブ
ロ
ッ
ク
・
コ
ン
ク

リ
ー
ト
等
破
片
で
家
庭
か
ら
出
た
少
量
の

ご
み
に
限
り
ま
す
。

②
家
の
解
体
・
新
築
等
で
出
た
も
の
は
持
ち

込
み
出
来
ま
せ
ん
。

③
業
者
の
方
は
産
業
廃
棄
物
と
し
て
処
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

④
持
ち
込
み
は
、
袋
ま
た
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
空
の
袋
、
ダ

ン
ボ
ー
ル
は
持
ち
帰
り
願
い
ま
す
。

■
持
込
日

・
加
茂
処
分
場
（
加
茂
町
の
方
）

毎
月
15
日
〜
21
日
の
午
前
中

・
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
処
分
場

「
平
成
17
年
度
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
」

の
直
接
持
込
方
法
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
い
い
し
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
　
　

「
平
成
17
年
度
ご
み
の
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」

の
直
接
搬
入
方
法
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
持
込
料
金

い
ず
れ
の
処
分
場
も
10
kg
あ
た
り
42
円
で
す
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
品（
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、

洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
）の
搬
入
に
つ
い
て
、

運
搬
料
の
支
払
方
法
、
料
金
が
変
更
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
総
合
セ
ン
タ
ー
で
運
搬
料（
３
千

円
）を
支
払
っ
た
後
、
い
い
し
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
へ
持
ち
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、
４
月
よ
り
、

直
接
い
い
し
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込
み
、

運
搬
料（
２
千
100
円
）を
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

期
間
中
は
ご
み
の
減
量
を
し
、
出
さ
れ
る
際

は
分
別
・
水
切
り
を
十
分
に
し
て
く
だ
さ
い
。

連
休
期
間
中
の
ご
み
の
収
集
日
は
、

【
大
東
・
加
茂
・
木
次
・
三
刀
屋
】

①
可
燃
ご
み
…
別
途
配
布
す
る
自
治
会
回
覧
文

書
及
び
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
案
内
放
送
を
ご

覧
下
さ
い
。

②
不
燃
ご
み
…
配
布
済
み
の
日
程
表
を
そ
れ
ぞ

れ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
吉
田
・
掛
合
】

可
燃
ご
み
・
不
燃
ご
み
と
も
に
配
布
済
の

「
ご
み
の
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
及
び
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
案
内
放
送
を
ご
覧
下
さ
い
。

市
民
部
環
境
対
策
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
３

ま
た
は
各
総
合
セ
ン
タ
ー
総
合
調
整
課
ま
で

道
路
、
河
川
に
ご
み
の
不
法
投
棄
が
あ
と
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
不
法
投
棄
は
法
律
に
触
れ
る
犯
罪

で
す
。
こ
れ
に
違
反
す
る
と
罰
金
な
ど
に
よ
り

罰
せ
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
ご
み
が
不
法
投
棄
さ
れ
る
か
た
わ
ら
で
、

多
く
の
み
な
さ
ん
が
投
棄
さ
れ
た
ご
み
の
回
収
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
集
め
ら
れ
た

ご
み
の
処
理
に
つ
い
て
今
後
は
、
雲
南
エ
ネ
ル
ギ

ー
セ
ン
タ
ー
・
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
い
い
し
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
無
料
で
処
理
す
る
こ
と
と
し

ま
す
。

な
お
、
処
理
場
へ
は
総
合
セ
ン
タ
ー
で
申
し
込

み
の
う
え
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
回
収
し
た
ご
み
は
分
別
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
の
な
い
町
や
自
然
は
み
ん
な
の
願
い
で

す
。
不
法
投
棄
を
な
く
し
、
美
し
い
雲
南
市
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
４
５

３
月
に
雲
南
市
予
防
接
種
の
ご
案
内
を
お

送
り
し
ま
し
た
が
、
そ
の
中
に
記
載
し
て
い

る
個
別
予
防
接
種
委
託
医
療
機
関
の
う
ち
、

大
東
町
「
晴
木
医
院
」
で
は
実
施
さ
れ
な
い
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
間
違
え
の
な
い
よ

う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

父
子
家
庭
の
児
童
の
す
こ
や
か
な
成
長
を
支
え
る

父
子
児
童
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

扶養家族 
等の数 

以降１人 
につき 

所得制限限度額 

０人 

１人 

２人 

３人 

１,９２０,０００円 

２,３００,０００円 

２,６８０,０００円 

３,０６０,０００円 

３８０,０００円/加算 

※平成１７年４月１日現在 

雲
南
市
精
神
障
害
者
通
院
医
療
費
・
　

交
通
費
助
成
事
業
に
つ
い
て

重
度
障
害
者
等
介
護
手
当
に
つ
い
て

更
生
医
療
給
付
制
度
に
つ
い
て

平
成
17
年
度
の
環
境
に
関
す
る

補
助
金
事
業
に
つ
い
て

ゴ
ミ
を
減
ら
そ
う
！
　
資
源
を
活
か
そ
う
！

リ
サ
イ
ク
ル
に
御
協
力
く
だ
さ
い

ご
み
の
持
ち
込
み
と
料
金
変
更
等
の
お
知
ら
せ

瓦
・
ブ
ロ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
破
片

の
持
ち
込
み
に
つ
い
て

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
搬
入
方
法
の
変
更

に
つ
い
て
（
吉
田
町
・
掛
合
町
の
方
へ
）

連
休
期
間
中
（
4
月
終
り
か
ら
5
月
初
め
）

の
ご
み
の
減
量
に
つ
い
て
の
お
願
い

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
伴
う

回
収
ご
み
の
処
理
に
つ
い
て

市
民
の
み
な
さ
ん
と
協
力
し
て
、
身
近
な
と
こ
ろ
か

ら
取
り
組
む
事
業
で
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

建設部建設工務課 ０８５４・４０・１０６３
先月号などで、こいのぼりを募集したところ、約80件の問い合わせが
あり、多数のこいのぼりをご寄贈いただきました。
今後、寄贈されたこいのぼりは、お花見レガッタや子供の日の頃、木
次町簸上橋から下熊谷橋
（潜水橋）までの河川敷に
掲揚しますので、ぜひお出
かけください。
なお、紙面をもってお礼
に代えさせて頂きます。あ
りがとうございました。

こいのぼりの寄贈ありがとうございました個
別
予
防
接
種
委
託
医
療
機
関
の

変
更
に
つ
い
て



　平成17年度の雲南市大東町文化講座を次の日程で

計画しました。市民のみなさんの参加をお待ちしています。 

※１　現地研修につきましては、バス等の都合上参加者を申込先着順等で制限

させていただく場合がございます。悪しからずご了承ください。 

　雲南市大東町文化講座に関してのお問い合わせ、お申し込み
は雲南市教育委員会大東教育分室または雲南市大東公民館まで。 

　（財）島根県東部勤労者共済会は、中小企業に働く方々に、大企業
並みの福利厚生を提供するために、行政（国・県・市町村）の指導・支
援により運営されている公益法人です。現在1,700事業所、17,000人
の会員に様々なサービスを提供し大変好評をいただいています。 
　あなたの事業所もぜひご加入ください。 

　入会資格は、県東部地区の中小企業に働く従業員と事業主です。個人
企業・団体も加入できます。会費は、月額１人1,000円（税務上、必要経費
または、損金算入できます。）共済からの会報は毎月、ガイドブックは年一回、
全員にお届けいたします。 

出雲における私たちの先祖がどのように生きてき
たかを知り、郷土の現在及び将来について考える。 学習課題 

【申込締切】　5月13日（金） 

期　日 学習内容（　）内は講師 

6／8（水） 

7／14（木） 

9／21（水） 

10／13（木） 

11／ 1（火） 

12／ 1（木） 

 

古代出雲のロマン 
（前島根女子短期大学学長　藤岡大拙氏） 

中世の出雲（１） 
（前島根女子短期大学学長　藤岡大拙氏） 

世界遺産登録をめざして　石見銀山遺跡 
（島根県教育庁文化財課　鳥谷芳雄氏）　 

「出雲人」論 
（前島根女子短期大学学長　藤岡大拙氏） 

埋没林を中心にした三瓶の自然　現地研修※１ 
（三瓶自然館学芸員　中村唯史氏） 

江戸時代の大東 
（大東町誌編纂委員　佐々木茂福氏） 

①各種健(検)診、人間ドックに補助があります。 
②お祝い、お悔やみ等慶弔給付金や災害見舞金を支給します。 
③海外・国内旅行、ガーデニング教室・テーブルマナー教室、ゴルフ大会等に割安料
金で参加できます。 

④コンサート、演劇、ハイウェイカード等の各種チケットを割引購入できます。 
⑤スポーツ、レジャー、宿泊、健康増進等の施設や割引指定店で割引を受けられます。 

主
な
メ
リ
ッ
ト 

【お問い合わせ先】 〒690-3202　島根県飯石郡飯南町頓原1618-4　国土交通省 頓原維持出張所 
　　　　　　  　0854-72-0004　FAX　0854-72-0726 
ホームページアドレス  http://www.matsukoku-mlit.go.jp/tonbara-iji

三刀屋トンネルの改良に係る用地買収を促進し、 
一部工事着手をめざします。 

その他国道54号の利用者が安全に通行できる 
ように路面補修、除雪などの道路維持のための 
工事を行います。 

赤名トンネルで老朽化に伴う漏水及び補修工事 
を行います。 

雲南市（加茂町、掛合町）、飯南町（佐見、下 
赤名）で歩道整備工事を行います。 

清泉橋で橋梁の補修工事を行う予定です。 

上出来山橋で橋梁の補修工事を行います。 

【お問い合わせ先】 
教育委員会大東教育分室　　　0854-43-8170 
大東公民館　　　　　　　　　0854-43-2130

【お問い合わせ先】 （財）島根県東部勤労者共済会 
　　　　　　　　　 0852-28-6555

建
設
部
下
水
道
課

０
８
５
４
・
４
２
・
３
４
７
１

ま
た
は
木
次
総
合
セ
ン
タ
ー
事
業
管
理
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
８
２

４
月
15
日
か
ら
、
木
次
町
日
登
地
区
の
農
業

集
落
排
水
を
供
用
開
始
し
て
お
り
、
１
年
以
内

に
し
尿
処
理
浄
化
槽
な
ど
の
使
用
を
止
め
、
農

業
集
落
排
水
に
接
続
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
く
み
取
り
便
所
の
ご
家
庭
は
３
年
以
内

に
水
洗
ト
イ
レ
に
替
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
工
事
は
必
ず
指
定
工
事
店
で

汚
水
を
農
業
集
落
排
水
に
流
す
た
め
に
は
、

各
家
庭
の
敷
地
内
に
設
置
さ
れ
た
公
共
桝
に
排

水
管
を
接
続
さ
せ
る
宅
内
配
管
工
事
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

こ
の
配
管
工
事
は
個
人
負
担
で
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
が
、
工
事
は
市
に
登
録
さ
れ
て
い
る
「
指

定
工
事
店
」
で
な
い
と
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
指
定
工
事
店

は
工
事
の
申
請
に
必
要

な
手
続
き
を
さ
れ
ま
す

の
で
、
工
事
は
必
ず
指

定
工
事
店
で
お
願
い
し

ま
す
。

建
設
部
都
市
建
築
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
６
４

雲
南
市
都
市
計
画
審
議
会
が
３
月
11
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

都
市
計
画
審
議
会
は
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
き

市
長
の
諮
問
等
に
応
じ
て
学
識
経
験
者
、
住
民
代

表
等
の
第
三
者
の
方
々
に
委
員
に
な
っ
て
い
た
だ

き
、
都
市
計
画
を
決
め
る
前
に
そ
の
案
件
に
つ
い

て
調
査
・
審
議
し
ま
す
。
今
回
は
、
木
次
都
市
計

画
道
路
の
変
更
に
伴
い
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
都
市
計
画
審
議
会
委
員
を
次
の
み
な
さ

ん
へ
お
願
い
し
ま
し
た
。

注
）
組
織
名
、
役
職
者
名
は
開
催
時
の
も
の
で
す
。

産
業
振
興
部
商
工
観
光
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
５
４

市
で
は
商
工
業
者
へ
の
支
援
施
策
と
し
て
「
雲

南
市
産
業
振
興
条
例
」
を
制
定
し
、
次
の
助
成
制

度
を
創
設
し
ま
し
た
。

◎
雲
南
市
企
業
立
地
促
進
助
成
金
交
付
要
綱

具
体
的
な
適
用
範
囲
、
助
成
措
置
、
手
続
き
等

に
つ
い
て
規
定
。
但
し
、
投
下
固
定
資
産
総
額

が
2
千
500
万
円
以
上
で
あ
り
、
な
お
且
つ
増
加

す
る
雇
用
者
の
数
が
５
人
以
上
で
あ
る
こ
と
が
最

低
条
件
で
す
。

①
企
業
立
地
助
成
金

事
業
開
始
に
伴
う
投
下
固
定
資
産
総
額
が
２
千

500
万
円
以
上
で
あ
る
場
合
、
そ
れ
に
対
応
し
て

納
付
し
た
固
定
資
産
税
額
に
相
当
す
る
額
の
助
成

（
3
年
間
）

②
雇
用
促
進
助
成
金

事
業
開
始
に
伴
い
１
年
以
上
引
き
続
い
て
常
時

雇
用
す
る
者
で
、
雲
南
市
に
在
住
す
る
雇
用
者

１
人
に
つ
き
5
万
円
の
助
成
（
限
度
額
200
万
円
、

交
付
は
１
年
限
り
）

③
用
地
取
得
助
成
金

土
地
取
得
代
金
の
15
％
以
内
（
限
度
額
300
万
円
）

④
緑
化
環
境
整
備
助
成
金

緑
化
環
境
整
備
事
業
費
の
15
％
以
内
と
し
、
工

場
等
建
設
時
又
は
事
業
開
始
日
か
ら
３
年
以
内

に
完
成
し
た
も
の
（
限
度
額
100
万
円
）

◎
雲
南
市
商
工
業
活
性
化
支
援
補
助
金
交
付
要
綱
…

小
規
模
経
営
事
業
者
が
持
続
可
能
な
商
工
業
活

動
を
展
開
し
、
地
域
づ
く
り
の
中
心
的
な
役
割

を
発
揮
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
も
の
で
す
。

①
店
舗
改
装
補
助
金

雇
用
の
改
善
、
集
客
力
の
向
上
を
図
る
目
的
か

ら
、
既
存
の
店
舗
、
工
場
な
ど
の
改
装
、
改
築

工
事
に
対
す
る
補
助

●
補
助
対
象
事
業
費
は
100
万
円
以
上

●
年
間
同
一
補
助
事
業
者
等
に
対
し
、
補
助
金
の

限
度
額
30
万
円
以
内

②
店
舗
家
賃
補
助
金

市
内
で
創
業
す
る
事
業
者
の
負
担
の
軽
減
を

図
り
、
事
業
の
健
全
経
営
を
促
す
た
め
に
創

業
期
に
お
け
る
工
場
、
事
務
所
、
店
舗
、
研

究
所
等
を
賃
借
す
る
際
の
賃
借
料
補
助

●
1
ヵ
月
3
万
円
を
限
度
、
補
助
期
間
12
ヵ
月
以
内

③
金
融
支
援
対
策
事
業
補
助
金

島
根
県
が
実
施
す
る
中
小
企
業
制
度
融
資

「
小
規
模
企
業
育
成
資
金
」、「
緊
急
経
営
支
援

資
金
」
及
び
「
構
造
転
換
支
援
資
金
」
に
つ

い
て
、
島
根
県
信
用
保
証
協
会
に
支
払
っ
た

保
証
料
に
つ
い
て
補
助

●
据
え
置
き
期
間
を
含
め
、
補
助
期
間
36
ヵ
月
以
内

●
保
証
料
の
一
括
払
い
の
み
を
対
象
と
す
る

●
補
助
金
の
限
度
額
は
10
万
円

詳
細
に
つ
い
て
は
商
工
観
光
課
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

松
江
社
会
保
険
事
務
所

０
８
５
２
・
２
７
・
４
１
６
５

最
近
、
年
金
受
給
者
や
被
保
険
者
及
び
そ
の
家

族
に
対
し
て
、
社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
等
を
装

っ
て
、
訪
問
に
よ
る
現
金
詐
取
の
被
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

不
審
に
思
わ
れ
る
訪
問
や
照
会
等
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
相
手
の
身
分
証
明
証
の

提
示
を
求
め
る
か
、
ま
た
は
所

属
・
氏
名
を
確
認
し
て
い
た
だ

き
、
松
江
社
会
保
険
事
務
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
登
地
区
農
業
集
落
排
水
供
用
開
始
に
つ
い
て

雲
南
市
都
市
計
画
審
議
会
の
開
催
に
つ
い
て

速水市長へ原案のとおり変更する旨、答申されました。
廣嶋審議会会長（写真右）

商
工
業
者
へ
の
各
種
助
成
制
度
に
つ
い
て

雲
南
市
都
市
計
画
審
議
会
委
員
（
敬
称
略
）

会
長
…
廣
嶋
清
志

（
島
根
大
学
法
文
学
部
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）

会
長
職
務
代
理
者
…
片
木
克
男

（
米
子
工
業
高
等
専
門
学
校
建
築
学
科
教
授
）

委
員
…
板
持
　
庸
（
雲
南
市
農
業
委
員
会
）、

田
部
英
雄
（
雲
南
市
商
工
会
協
議
会
）、

日
野
　
守
、
内
田
郁
夫
、
安
原
重
隆
、

金
山
壽
忠
、
石
川
幸
男
、

加
藤
欽
也
（
雲
南
市
議
会
）、

後
藤
節
郎
（
島
根
県
木
次
土
木
建
築
事
務
所
）、

眞
鍋
俊
彦
（
島
根
県
警
察
署
）、

熱
田
惠
子
、
川
角
光
子
、

中
村
節
夫
（
住
民
代
表
）

現
金
詐
取
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！
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た
ば
こ
の
煙
に
は
、
”主
流
煙
“
と

”副
流
煙
“
の
2
種
類
が
あ
り
ま
す
。

副
流
煙
に
は
、
主
流
煙
よ
り
も
高
い

濃
度
で
、
多
く
の
発
が
ん
物
質
を
は
じ

め
、
数
多
く
の
有
害
物
質
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人
で
も
、
副
流

煙
を
吸
い
込
む
こ
と
で
、
受
動
的
な
喫

煙
者
と
な
り
ま
す
。

★
健
康
に
及
ぼ
す
害

肺
が
ん
、
ぜ
ん
そ
く
、
気
管
支
炎
、

心
臓
病
、
脳
卒
中
、
胃
潰
瘍
な
ど
多
く

の
疾
患
の
危
険
因
子
と
な
り
ま
す
。

★
胎
児
に
与
え
る
害

妊
婦
さ
ん
が
た
ば
こ
の
煙
を
吸
い
込

む
こ
と
で
、
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
の
発
育

障
害
や
早
産
の
原
因
の
一
つ
に
な
り
ま

す
。
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写真にコメント30字程度を添え、郵送またはメールで5月9日（月）までに情報政策課へお願いします。 【お問い合わせ先】情報政策課 　0854－40－1015　E-Mail：jyouhouseisaku＠city．unnan．shimane. jp

日向ちゃん（加茂町南加茂） 
ひ な た  

平成16年5月12日生まれ 

いつもニコニコおてんば
ひなちゃん！お兄ちゃん
が大好きです。 

淺
沼
寛
和
さ
ん
・
祥
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

崇史くん（掛合町波多） 
たか ふみ 

平成16年5月24日生まれ 

天気予報とマツケンサン
バが大好き　たくましく
育つんだぞオー！ 

金
森
修
さ
ん
・
範
恵
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

春陽ちゃん（木次町里方） 
はる ひ 

平成16年5月16日生まれ 

春ちゃん1歳おめでと　
カワイイ笑顔にみんなメ
ロメロだよー！！ 

鳥
谷
孝
之
さ
ん
・
真
由
美
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

南ちゃん（三刀屋町古城） 
みなみ 

平成16年5月17日生まれ 

1歳のお誕生日おめでとう！
これからも笑顔のカワイ
イみなでいてね 

龍
谷
隆
信
さ
ん
・
直
美
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

春菜ちゃん（大東町新庄） 
はる な 

平成16年5月2日生まれ 

おてんばはるちゃん。満
1歳　おめでとう 

布
野
隆
文
さ
ん
・
陽
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

未有ちゃん（三刀屋町古城） 
み ゆ 

平成16年5月31日生まれ 

お兄ちゃんと仲良く、い
つも笑顔でマイペースに
大きくなあれ！ 

高
橋
達
也
さ
ん
・
由
佳
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

悠真くん（加茂町近松） 
ゆう ま 

平成16年5月18日生まれ 

我が家のアイドルゆうま
くん　将来は親顔負け
の大酒呑みかな！？ 

青
木
崇
浩
さ
ん
・
智
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

 

6月で満1歳（平成16年6月生まれ） 
になるお子さんを募集！！ 
6月で満1歳（平成16年6月生まれ） 
になるお子さんを募集！！ 

た
ば
こ
を
吸
い
始
め
る
年
齢
が
早
け

れ
ば
早
い
ほ
ど
、
が
ん
で
死
亡
す
る
危

険
性
が
高
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

未
成
年
者
の
喫
煙
問
題

受
動
喫
煙
者

★
公
共
の
場
で
の
分
煙
の
動
き

平
成
15
年
5
月
1
日
に
施
行
さ
れ
た

「
健
康
増
進
法
」
で
は
、
公
共
の
場
を
管

理
す
る
者
に
対
し
て
”受
動
喫
煙
の
防

止
“
が
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
世
界
的
に
も
平
成
17
年
2
月

「
た
ば
こ
規
制
枠
組
み
条
約
」
が
発
行
さ

れ
、
た
ば
こ
に
よ
る
健
康
被
害
を
防
止

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
た
ば
こ
に
よ
る
害
か

ら
身
を
守
る
た
め
、
公
共
の
場
で
の

『
分
煙
』
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
の
公
共
施
設
で
も
か
ね
て
か
ら

『
分
煙
』
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
が
、
み

な
さ
ん
も
た
ば
こ
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

禁
煙
し
た
い
人
の
た
め
に
、
雲
南
市

木
次
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
『
禁
煙

教
室
』（
6
〜
7
月
・
全
市
の
方
が
対
象
）

を
開
催
予
定
で
す
。

ロジャー・マシューズ 

雲南市のみなさん、こんにちは！雲南市国際交流員ロ
ジャー・マシューズです。先月号で同じ国際交流員のア
ニーさんの退職が伝えられました。8月まで雲南市の国際
交流員が2人になって少し寂しくなると思いますが、残っ

ている2人のオーストラリア人、イレインさんと私は一生懸命努力しますので、
みなさんよろしくお願いします。
ところで、イレインさんはオーストラリアのシドニーという町に住んでいま
した。オーストラリアの首都はシドニーから車で3時間ぐらい離れています。で
もオーストラリアの首都、キャンベラ市からシドニーの途中で、大きなアトラ
クションがあります。確かに砂漠の真ん中に世界で一番大きい岩、ウルル（以前エアーズ・ロックと呼ばれていた）が位
置しています。もしかして「世界の中心で愛を叫ぶ」というテレビ番組でウルルをご覧になったかもしれません。しかし、
それだけではなくて、キャンベラとシドニーの途中に他に世界で一番大きい物があります！それは、大羊です！！！
牛より大きい、車より大きい、ビルより大きい！さすが世界で一番大きい羊です。大羊の前で観光している日本人の友達
と一緒に写真を撮りました。みなさんもぜひご覧ください。また市内で会ったら声をかけてください！ではまた！

ロジャー

ドイツ、アゼルバイジャン、中国、インドネシア、台湾、トルコ、様々な国籍の若者たちがやってきました！

4月1日～5日の5日間、東京外国語大学や千葉大学などの外国人留学生
9人が訪れ、ホームステイを行いました。
これは、東京外国語大学への留学経験をもつ国際交流員イレイン・ホ
ンさんの協力で、木次町国際交流協会（藤原政文会長）と雲南市が主催
したものです。
期間中、留学生たちは市内の老人福祉施設を訪問したり、そば打ちや
紙すきを体験したほか、一般公募により選ばれたホストファミリーと日
程をともにしました。速水市長を留学生が表敬訪問しました

4

〔

〕

5
月
３１
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー

家
庭
や
地
域
ぐ
る
み
で

た
ば
こ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

1.00

1.32

1.68 1.77

2.10

1.00

1.32

1.68 1.77

2.10

資料：平山  雄　小児科診療（1986） 

吸わない 

死
亡
率 

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

30歳 
以上 

20歳～ 15歳～ 14歳 
以下 

たばこの煙は副流煙の方が有害 

1.00

1.32

1.68 1.77

2.10

たばこの煙は副流煙副流煙の方が有害有害 たばこの煙は副流煙の方が有害 
（アメリカ保健教育福祉省 1975年） 

主流煙は喫煙者が自主的に吸うたばこの煙。 
副流煙は、非喫煙者が受動的に吸わされる、
たばこの先から立ちのぼる煙。 

副流煙に含まれる有害物質の量は、主流煙を1としたとき、ニコチ
ンは2.8倍、タールは3.4倍、一酸化炭素は4.7倍と高い。 

ニ
コ
チ
ン 

主流煙 
副流煙 

タ
ー
ル 

一
酸
化
炭
素 

主流煙 

フィルター 

副流煙 ・ ・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ ・ 

★
未
成
年
者
に
と
っ
て
最
初
の
１
本

が
決
め
て
で
す
。
未
成
年
者
を
た

ば
こ
の
害
か
ら
守
る
た
め
に
家
庭

や
地
域
ぐ
る
み
で
た
ば
こ
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

★
た
ば
こ
を
吸
う
人
と
吸
わ
な
い
人

が
お
互
い
に
気
持
ち
よ
く
暮
ら
し

て
い
く
た
め
に
、
家
庭
や
地
域
の

集
会
施
設
等
で
の
『
分
煙
』
の
推

進
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
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①地域サークル（9：30～11：30） 
　16日（月）幡屋公民館、17日（火）阿用公民館、 
　18日（水）久野公民館、19日（木）佐世公民館 
　20日（金）地域福祉センターおおぎ、 
②地域開放 
　●大東保育園：4日（祝）を除く毎週水曜日 
　●かもめ保育園：毎週金曜日 
　　 
　●あおぞら保育園：毎週金曜日 
　 
 

③赤ちゃん・子育て教室（9：30～11：00）　　 
　●場　所：あおぞら保育園内 
　　赤ちゃん教室：10日（火）　子育て教室：12日（木） 
④子育て相談（10：00～17：00） 
　13日（金）27日（金）※面接、電話どちらでも受け付けます。 
⑤子育てサロン「木馬」（9：30～15：30） 
　●場　所：地域福祉センターおおぎ内 
　　3日（祝）を除く毎週火曜日と 
　　5日（祝）を除く毎週木曜日 

あおぞら保育園内　　0854-43-9500斐伊保育所併設　　0854-42-2030

掛合保育所内　　0854-62-9900

0854-42-3988　奥井 
サンキューハハ 

①保育所開放日（9：00～11：00） 
　開放日には、自由遊び（保育所の子供たちと一緒に遊びま
す）や手遊び、絵本の読み聞かせ、親子ふれあい遊び、育児
相談など行っています。ぜひ遊びにきてくださいね！ 
　●かけや夢の子園　4日（祝）を除く毎週水曜日 
　●波多分園　　　   5日（祝）を除く毎週木曜日 

加茂町健康福祉センター（かもてらす）　　0854-49-8612

●育児相談 
　5月より育児相談を実施します。日頃育児について、心配
なことなどの相談をはじめ、子育て中の皆さん同士の交流会
です。みなさんの参加をお待ちしています。 
　日　時：19日（木）13：30～ 
　場　所：加茂健康福祉センター　かもてらす 
　内　容：身体測定やおやつの紹介・試食、保健師・助産師 
　　　　　保育士・栄養士による相談　など 
　対　象：0才から就学前の乳幼児と家族 

吉田健康福祉センター　　0854-74-0215
親子でふれあいながら気軽に楽しい時間を過ごしませんか♪ 
　●場　所：吉田健康福祉センター 
　●日　時：24日(火)10：00～12：00 
　●対　象：1歳までの赤ちゃんと家族 
　●内　容：保健師のワンポイントアドバイスコーナー♪ 
　　　　　　育児交流活動（毎回活動内容は変わります） 
　　　　　　計測、育児相談等など 

　子どもたちが自由に遊んだり、絵本を読んだり、一緒にリ
ズム体操をして楽しく過ごしています。おじいちゃん、お父
さんも来てみてください！ 
　●場　所：なかよしホール、かもてらす 
　　※日時については市民カレンダーでご確認ください。 
　●参加費：100円（お茶代、活動費として） 

①活動紹介  すくすく育児相談(9：30～)、その他10：00～ 
　● 9 日(月)　歌の集い｢ドレミちゃん｣ 
　●19日(木)　誕生会 
　●24日(火)　バス遠足(三成公園)　要予約　定員親子12組 
　●26日(木)　すくすく育児相談 
②同級生の集いの日　　　毎月1・2・3火曜日 
　●10日｢うさぎ｣、｢りす｣　こいのぼり作り 
　●17日｢ひよこ｣ 　手あそび、おはなし会 
③出前保育 
　●11日（水）西日登公民館 
　●18日（水）日登公民館 
　●25日（水）木次健康福祉センター 

給食を希望される子供さんは、前日の午後４時までに予約してください。 

給食を希望される子供さんは、当日の午前９時までに来てください。 
※あおぞら保育園では毎日を地域開放デーにしていますが、給食の試食が 
　できる日は金曜日だけです。 

Kiss－Kidsとぷちぴよ　くらぶ 
　Kiss－Kidsでは、ボランティアスタッフが集まり、託児
（有料）や未就園児のサークル活動（ぷちぴよ　くらぶ）、
園児・小学生のサークル活動などを行っています。。　 
①活動紹介　いずれも10：00～ 
　● 6日（金）よもぎとり　●13日(金)かぶと作り 
　●15日(日)よもぎもち作り、要予約、大人200円、子供100円 
　●27日(金)読み語りと手あそび　　　　 ※3日、4日はお休み 
 
 
 
 
八日市会館の集い　　　　　　　　　 0854-42-4788　飯塚 
　八日市会館では未就学児と親(祖父母)の子育てサロンを月
1回土曜日に開催しています。 
　●21日(土)10：00～12：00

雲南市なかよしホール（加茂町）　　0854-49-8380

　Kiss－Kidsは子育て支援に積極的な団体として 
「第1回しまね子育て応援賞」を受賞されました。 

おめでとうございますおめでとうございます おめでとうございます 

三刀屋健康福祉センター　　0854-45-9501

赤ちゃん相談 赤ちゃんの計測や発育・発達の相談
など 
妊婦さん相談 妊婦さんの健康チェックや相談・
指導など 
あそぼう広場（1歳半から）こいのぼりを作ろう！ 

あそぼう広場  お散歩にいこう！ 

赤ちゃん広場（1歳半まで）子育てビデオをみよう！ 

●開放日:毎週月～金曜日 9：00～12：00（祝日はお休みです） 
①活動紹介　いずれも10：00～ 
●13日（金） 
 
 
  
●20日（金） 

●24日（火） 

●27日（金） 

 

11：00～ 

子育てをしているみなさんで交流してみませんか 

5月の休館日 行事日程

毎週金曜日、3日(祝)～5日(祝)、31日(火)【図書整理日】

雲南市立大東図書館 0854ー43ー6131

今月のおすすめ

仲良しだった二人がなぜ？未然に防
ぐことはできなかったのか？事件の経
緯、県教委の調査報告、裁判所の審判
結果、加害女児の作文、ホームページ
への書き込みなどを収録。

「11歳の衝動」

朝日新聞西部本社　編著

どうやったら子どもにやる気を持た
せられるのか。「天才卓球少女」と呼
ばれる福原愛を育てた母が「福原家の
子育て」を語る。子育てに役立つヒン
トが満載。

｢愛は天才じゃない｣

福原千代　述、生島　淳
じゅん

著

今月のおすすめ

①林　真理子「夜ふけのなわとび」

②山本　一力「梅咲きぬ」

③赤川　次郎「鼠
ねずみ

、江戸を疾
はし

る」

★こぐまちゃんくらぶ
とき：毎週月曜日　11時～
内容：乳幼児向けのわらべうたあそび、絵本の読み　

語り、紙芝居、手遊びなど
※わらべうたあそびのボランティア募集中です。大東図

書館までご連絡ください。

★おはなしパーティ 5月15日（日）10：00～

雲南市立木次図書館 0854ー42ー1021

5月の休館日 行事日程
毎週月曜日、3日(祝)～5日(祝)、31日(火)【月末整理日】 ★よみかたりのじかん

毎週木曜日(5日を除く) 15：30～

1 2 3

新着の本（抄）

●山本一力「だいこん」●白川　道
とおる

「十二月のひまわり」●西村京太郎「十津川警部「生命」（上・下）」●ニコラス・スパークス
「きみに読む物語」●白岩

しらいわ

玄「野ブタ。をプロデュース」●谷村志穂「白の月」●ジーン・アウル「エイラ地上の旅人4 野生馬
の谷（下）」●堀井和子「収

しま

ったり、出したり」●北原保雄「問題な日本語」●あさのあつこ「ガールズ・ブルー」●未来に広がる
「福祉の仕事」全8巻●「日本の年中行事」全6巻●21世紀「日本の産業」全10巻●「好きな仕事発見完全ガイド」全7巻
●「紙の大研究」全4巻●レンスキー「ちいさいじどうしゃ」（カラー版）ほか

新着の本（抄）

ボランティア募集中！！
※わらべうたあそびをしてくださる方・図書館庭木
の剪定をしてくださる方を募集しています。

●曽野綾子「哀歌（上）（下）」●なかにし礼「黄昏
たそがれ

に歌え」●岩井志麻子「嫌な女を語る素敵な言葉」●真保裕一「灰色の北壁」
●渡辺淳一「風のように　女がわからない」●石田衣

い

良
ら

「反自殺クラブ」●村上　龍「半島を出よ（上）（下）」●町田　康
こう

「告白」
●宮尾登美子「平家物語の女たち」●恩田　陸

りく

ほか「青に捧げる悪夢」●三田ゆい子「イヴのすべて（上）（下）」●西村京太郎
「十津川警部『生命』（上）（下）」●藤田宣永

よしなが

「愛に勝つ1・2・3」●阿川佐和子「空耳アワワ」●中村うさぎ「結婚はオートクチ
ュール」●オリバー・カーン「ナンバーワン」●柴田理恵、久本雅美「イママダ」「●中内洋一

よういち

「皮膚トラブルとのつきあい方」
●伊藤壽一

じゅいち

ほか「難聴Q＆A」●島根県山岳連盟ほか「中国地方の山100選」●オバタカズユキ｢資格図鑑！2006｣●竹内　薫「夜の
物理学」●櫻井よしこ「世の中意外に科学的」●小山　混

こん

「レクリエーションゲーム100」●田中　寛
ひろし

「はじめての相続・贈与税・
遺言書」●永岡勝好

かつよし

「愛犬の介護と飼い方」●たかはしみき「まいにちトースト」●鳥越
とりごえ

信
しん

「子どもの替え歌傑作集」●佐藤芳
子「みんなであそべるかんたんパネルシアター」●木村公子「パッチワークビギナーズブック」●中村敏夫「図解　失業保険の得
するもらい方」ほか



日 月 火 水 木 金 土 

憲法記念日 国民の休日 こどもの日 

トロッコ列車に関するお問合せはＪＲ木次駅　  42－0127まで 

【内容】★特別講演「21世紀の雲南地域医療の課題と展望（仮称）」 
講　師　島根大学医学部付属病院長　小林祥泰 
座　長　公立雲南総合病院長　大塚昭雄 

★シンポジウム「自然あふれる共生のまちづくりにむけて」 
司　会　山根洋右（島根大学副学長） 
助言者　永末直文（島根大学医学長） 

 
 

シンポジスト 
　住 民 の 立 場 か ら　　雲南市在住の方 
　行 政 の 立 場 か ら　　速水雄一（雲南市長） 
　大 学 の 立 場 か ら　　塩飽邦憲（島根大学教授） 
　公的病院の立場から　　中川正久（島根県立中央病院長） 

問い合わせ先 問い合わせ先 

●大東健康福祉センター 

●加茂健康福祉センターかもてらす 

●木次健康福祉センター 

●三刀屋健康福祉センター 

●吉田健康福祉センター 

●掛合健康福祉センター 

●大東体育文化センター 

●雲南市大東町民体育館 

●大東町地域福祉センターおおぎ 

●雲南市加茂文化ホール ラメール 

●加茂B＆G海洋センター 

●雲南市なかよしホール（加茂町） 

●雲南市木次体育館 

●木次経済文化会館チェリヴァホール 

●三刀屋文化体育館アスパル 

●三刀屋農村環境改善センター 

●雲南市掛合体育館 

●掛合町まめなかセンター 

●吉田勤労者体育センター 

●島根県雲南保健所 

●吉田公民館 

●吉田町田井公民館 

0854－43－6142 

0854－49－8612 

0854－40－1083 

0854－45－9501 

0854－74－0215 

0854－62－0727 

0854－43－2130 

0854－43－5511 

0854－43－5610 

0854－49－8500 

0854－49－7100 

0854－49－8380 

0854－42－0375 

0854－42－1155 

0854－45－9222 

0854－45－2645 

0854－62－0013 

0854－62－0231 

0854－74－0214 

0854－42－2800 

0854－74－0219 

0854－75－0312
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島根大学島根大学「地域医療地域医療シンポジウム」in 雲南雲南 ～自然あふれる共生共生のまちづくり! 島根島根の地域医療～地域医療～ 島根大学「地域医療シンポジウム」in 雲南 ～自然あふれる共生のまちづくり! 島根の地域医療～ 

 豊かな自然と多様な文化の融合する雲
南市。「健康・長寿日本一」をめざして
新たなスタートを切ります。今回島根大学
と雲南市の共催による住民参加型の地
域医療シンポジウムを開催いたします。み
なさんのご参加をお願いします。みんなで
「住んでよかったと胸を張れる雲南市」を
つくりましょう!

【日時】5月29日（日）13時30分～16時30分　　　【場所】チェリヴァホール 

◆　サンサン教室 
（掛合公民館／9:30～） 

◆　断酒会 
（かもてらす／18：30～） 

◆　乳児健診 
［対象：大東・加茂］ 
（かもてらす／受付：4ヵ月13：00～ 

10ヵ月13：45～） 

◆　断酒会 
（大東地域福祉センター（おおぎ）／ 

19：00～21：00） 

◆　アンドラシュ・アドリアン 
フルートリサイタル 
（ラメール／14：00～） 

◆　三刀屋中学校吹奏楽部 
プロムナードコンサート 
（アスパル／14：00～） 

◆　雲南市民テニス大会（硬式） 
（Ｂ＆Ｇ海洋センターテニスコート／12：00～） 

◆　島根大学 
「地域医療シンポジウム」in雲南 
（チェリヴァホール／13：30～） 
◆　断酒会 
（三刀屋農村環境改善センター／19:00～） 

◆　子安観音祭（10:00～）  

◆　予防接種（日本脳炎） 
（大東健康福祉センター／受付：13：15～） 
◆　予防接種（日本脳炎） 
（かもてらす／受付13：00～） 
◆　予防接種（日本脳炎） 
（木次健康福祉センター／受付13：30～） 
◆　胃がん検診 
（八日市会館／受付8：00～） 
◆　結核・肺がん検診 
（多根生活改善センター他） 

チャレンジデー 
◆　離乳食教室 
（大東健康福祉センター／受付9：15～） 
◆　つくしっ子広場 
（雲南市なかよしホール／10:00～） 
◆　トレーニングルーム無料開放 
（アスパル／9：00～17：00） 
◆　サンサン教室（波多公民館9:30～） 
◆　結核・肺がん検診（出来山集会所他） 
◆　思春期精神保健相談 
（島根県雲南保健所／13：30～） 

◆　1歳6か月・3歳児健診 
［対象：大東、加茂］ 
（大東健康福祉センター／ 
受付：1歳6ヵ月13：00～、3歳14：00～） 

◆　予防接種（日本脳炎） 
（三刀屋健康福祉センター／13:30～） 
◆　いきいき運動教室 
（まめなかセンター／13:30～） 
◆　サンサン教室（入間公民館／9:30～） 
◆　結核・肺がん検診 
（上刀根集会所他） 

◆　離乳食教室 
（木次健康福祉センター／受付9：00～） 
◆　いきいき運動教室 
（掛合健康福祉センター／10:00～） 
◆　結核・肺がん検診 
（川上集会所他） 
◆　つくしっ子広場 
（かもてらす／10：00～） 

◆　結核・肺がん検診 
（大東町内巡回） 
◆　予防接種（日本脳炎） 
（木次健康福祉センター／ 

受付13：30～） 

◆　予防接種（日本脳炎） 
（大東健康福祉センター／受付13：15～） 
◆　結核・肺がん検診 
（下組集会所他） 

◆　結核・肺がん検診 
（大東町内巡回） 
◆　断酒会 
（木次町下熊谷地域福祉サブセンター 
／19：00～） 

◆　胃がん検診（神原公会所） 
◆　アルコールによる困りごと相談 
（島根県雲南保健所／13：00～予約制） 
 

◆　つくしっ子広場 
（雲南市なかよしホール／10：00～） 
◆　予防接種（日本脳炎） 
（掛合健康福祉センター／13：30～） 
◆　サンサン教室 
（波多公民館／9：30～） 
◆　こころの健康／ものわすれ
相談 
（島根県雲南保健所／13：00～） 

◆　乳児健診 
［対象：木次、三刀屋、掛合、吉田］ 

（三刀屋健康福祉センター／ 
受付：4ヵ月13：30～、10ヵ月14：00～） 

◆　予防接種（日本脳炎） 
（大東健康福祉センター／受付13：15～） 
◆　サンサン教室 
（入間公民館／9：30～） 

◆　Ｗｏｎｄｅｒ“ＪＡＺＺ”Ｎｉｇｈｔ！ 
（ラメール／19：00～） 
◆　赤ちゃん、妊婦さん相談 
（三刀屋健康福祉センター／10：00～） 
◆　いきいき運動教室 
（掛合健康福祉センター／10:00～） 
◆　つくしっ子広場 
（かもてらす／10：00～） 

◆　結核・肺がん検診 
（大東町内巡回） 
◆　育児相談（かもてらす／13：30～） 
◆　水中ウォーク 
（三刀屋健康福祉センター／13：30～） 
◆　赤ちゃん相談 
（木次健康福祉センター／9：30～11：00） 
◆　さわやかクラブ 
（掛合健康福祉センター／10:00～） 

◆　結核・肺がん検診 
（大東町内巡回） 

◆　チェリヴァシアター 
「ハウルの動く城」 
（チェリヴァホール／①10：00～②13：00～　
　　　　　　　  　③16:00～④19:00～） 

◆　海潮温泉神代神楽の夕べ 
（古代鉄歌謡館／20：00～） 

◆　B＆G硬式テニス教室 
（B＆G海洋センターテニスコート 

／6月25日まで毎週（土）20：00～） 

◆　チェリヴァシアター 
「お父さんのバックドロップ」 
（チェリヴァホール／①14:00～②19:00～） 

◆　胃がん検診 
（神原公会所／7：30～） 
◆　結核・肺がん検診 
（大東町内巡回） 
◆　予防接種（日本脳炎） 
（三刀屋健康福祉センター13：30～） 
◆　離乳食教室 
（掛合健康福祉センター／10:00～） 
◆　交通事故巡回相談 
（出雲市役所／9：00～15：00） 
【問】交通事故相談所　 0852ー22ー5102

◆児童福祉週間（5月5日～12日） 
「ちがうみんな　ちがう夢 
　　　　おんなじ大きな未来」  
次代を担うこどもが健やかに生まれ
育つことは国民すべての願いであり、
またそのような環境をつくることは国
民の使命でもあります。 

◆　結核・肺がん検診（大東町内巡回） 
◆　つくしっ子広場 
（雲南市なかよしホール／10：00～） 
◆　1歳6か月・3歳児健診 
［対象：木次、三刀屋、掛合、吉田］ 
（木次健康福祉センター／ 
受付：1歳6ヵ月13：00～、3歳14：00～） 

◆　サンサン教室（掛合公民館／9：30～） 
◆　定期女性相談 
（島根県東部福祉事務所（木次町）10：00～15：00） 
前日までに予約が必要です。 
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三 …三刀屋町 

掛 …掛合町 

吉 …吉田町 

他 …その他 
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編 

集
後
記 

　色とりどりのこいのぼりが、木次町新市の斐伊川河川敷に
掲揚されました。子どもたちの健やかな成長を願い、市内各地
でも元気に泳いでいます。 

ー約150匹のこいのぼりー 
た 

政策企画部　情報政策課 

・　　　　　  に対するご意見、ご感想はこちらまで！ 

　
こ
い
の
ぼ
り
を
見
か
け
る
季
節
に
な
り
ま
し

た
。5
月
は
皐
月
。英
語
で
は
メ
イ（M

ay

）と
言

い
ま
す
。さ
つ
き
と
め
い
と
言
う
名
前
の
女
の
子

が
出
て
く
る
映
画
が
あ
り
ま
す
が
、そ
の
中
に
は

大
き
な
楠
の
大
木
が
登
場
し
ま
す
。
市
内
に
も

数
多
く
の
巨
木
が
あ
り
ま
す
。例
え
ば
、海
潮
の

カ
ツ
ラ
、南
加
茂
の
シ
イ
、木
次
の
ユ
リ
、乙
加
宮

の
タ
ブ
、大
万
木
山
の
ケ
ヤ
キ
、竜
頭
が
滝
の
ス

ギ
な
ど
で
す
。 

　
ま
た
、そ
の
映
画
に
は
豊
か
な
自
然
の
中
に
あ

る
懐
か
し
い
日
本
の
風
景
が
た
く
さ
ん
出
て
き

ま
す
。
今
月
号
で
取
材
し
た
ふ
る
さ
と
協
力
隊

の
須
藤
さ
ん
は
「
生
き
る
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る

場
所
」
と
語
っ
て
い
た
よ
う
に
、田
舎
暮
ら
し
の

良
さ
が
分
か
る
時
代
は
も
う
間
も
な
く
。
巨
木

た
ち
も
見
つ
め
て
き
た
、の
ど
か
で
、落
ち
着
く

ふ
る
さ
と
の
原
風
景
が
こ
こ
に
は
あ
り
ま
す
。 

く
す
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さ
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お
お
よ
ろ
ぎ
さ
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